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くなりました。 
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ご意見をお待ちしてい
ます。 
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中学校生活への期待と不安でいっぱいです。
卒業証書を授与され、先生・在校生へのお別れの言
葉を全員で述べました。
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平
成
16
年
度
予
算

本
年
度
に
、
介
護
老
人
施
設
が

開
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護

保
険
が
適
用
と
な
る
３
種
類
の
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
、
町
内
で
す
べ
て

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
介
護
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。児

童
の
健
全
育
成
と
福
祉
の
増

進
を
既
存
の
事
業
を
最
大
限
活
用

し
な
が
ら
進
め
、
働
き
な
が
ら
の

子
育
て
を
よ
り
一
層
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
集
団

接
種
を
基
本
と
し
て
い
た
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
個
別
接
種
を
希
望

す
る
保
護
者
の
増
加
・
早
期
接
種

年
齢
を
考
慮
し
、
三
種
混
合
・
風

疹
・
麻
疹
・
日
本
脳
炎
の
個
別
接

種
を
行
い
ま
す
。

３
年
目
と
な
る
新
学
習
指
導
要

領
の
も
と
、
生
き
る
力
を
育
て
る

体
験
的
な
学
習
や
問
題
解
決
的
な

学
習
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と

と
も
に
、
新
た
に
２
学
期
制
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
る
た
め
、
教
職

員
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

児
童
生
徒
を
狙
っ
た
不
審
者
等

平成16年度西川町予算 平成16年度西川町予算 平成16年度西川町予算 
予算の概要

重点事業

町民の皆さんが心身ともに健康で、潤いと安らぎのある「住みたくなる町」「住んでよかった町」の実現を目指し、
図書館等生涯学習施設建設事業、放課後児童クラブ建設事業、大成橋架け替え事業、下水道事業の推進など快適な
環境づくりに取り組みます。また、本年度予算は、より一層の行政改革と財政の健全化への取り組みを着実に進め
ながら、市町村合併を控え西川町としての総仕上げを行うため、限られた財源を重点的、効率的に配分しました。

○ 図書館等生涯学習施設建設事業の推進
昨年度から、２か年継続で事業を進めているとこ
ろですが、本年度中の施設の早期完成に向けて事業
を推進します。

○ 大成橋架け替え事業の推進
調査設計を行った町道第５号線改良工事において、

道路用地の購入を進め、早期の工事着工を目指します。

○ 放課後児童クラブ建設事業の推進
曽根地区放課後児童クラブの新築および鎧郷地区
放課後児童クラブの増築を行い、昨年度の升潟地
区と合わせて小学校区単位での施設整備を図りま
す。

○ 下水道事業の推進
より快適な生活環境づくりや水質保全を目指し、

国・県と一体となって下水道整備に努めます。供用
区域の拡大を図るため、本年度は�地区等での工事
を行うとともに、下水道の加入促進に努め、公共下
水道の普及を推進します。

健
康
・
福
祉

教
　
育

本年度の一般会計予算は、総額61億７千
150万２千円で前年度比プラス43.3％、18億
６千363万２千円の増となっています。

に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
通
学
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
な
ど
、
登
下
校
時
の

安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

「
い
じ
め
」
や
「
不
登
校
」
な
ど

の
深
刻
な
問
題
に
取
り
組
む
た

め
、
教
育
相
談
員
の
配
置
・
適
応

指
導
教
室
を
継
続
し
ま
す
。

社
会
教
育
・
体
育
に
つ
い
て

は
、
学
校
週
５
日
制
に
対
応
し
た

事
業
の
展
開
に
引
き
続
き
努
め
る

と
と
も
に
、
図
書
館
の
整
備
に
伴

う
図
書
選
定
や
運
営
方
法
等
の
研

修
を
行
い
、
開
設
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
安
全
な
交
通
の
確
保

と
生
活
環
境
基
盤
の
機
能
向
上
を

図
る
た
め
、
道
路
・
歩
道
・
安
全

施
設
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
外
出
支
援
巡
回
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
利
用
状
況

や
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
考
慮
し

な
が
ら
、
よ
り
良
い
事
業
展
開
に

努
め
ま
す
。

生
活
環
境
・
安
全
対
策

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は

産
業
の
振
興
が
極
め
て
重
要
で

す
。農

業
で
は
、
地
域
農
業
の
方
向

性
を
示
し
た
「
西
川
町
水
田
農
業

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
と
、
安
全
安

心
で
高
品
質
な
、
消
費
者
・
市
場

の
要
求
に
応
え
た
、
売
れ
る
米
づ

く
り
を
目
指
す
農
業
者
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
生
産

調
整
の
方
法
が
需
要
に
応
じ
た
配

分
へ
と
転
換
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

園
芸
作
物
や
転
作
大
豆
等
の
出

荷
、
産
地
づ
く
り
対
策
推
進
の
支

援
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
活
動
を
通
じ
て
地
元
企
業

の
振
興
を
図
る
た
め
の
助
成
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
長
引
く
景
気

の
低
迷
下
に
お
い
て
、
信
用
保
証

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

県
信
用
保
証
協
会
保
証
料
の
補
給

事
業
や
制
度
融
資
利
用
促
進
に
努

め
ま
す
。

西
川
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
理
念
を
基
に
、
活
力
の
あ
る
地

域
社
会
を
町
民
と
行
政
が
協
働
し

て
つ
く
り
出
す
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
支
援
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
持

家
住
宅
の
促
進
と
住
宅
関
連
事
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
町
独
自
の

持
家
住
宅
建
設
資
金
貸
付
制
度
を

継
続
し
、
よ
り
良
い
居
住
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
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平
成
16
年
度
予
算

歳　入 歳　入 
61億7千150万2千円 

町債 
24.9%

繰入金 
21.6%地方交付税 

18.1%

町税 
15.9%

国県支出金 
7.0%

分担金及び負担金 
2.2%

繰越金 
2.1%

諸収入 
2.0%

その他 
6.2%

15億3千530万円 

13億3千30万円 

11億1千966万8千円 

9億8千270万3千円 

4億3千101万6千円 4億3千101万6千円 

1億3千620万8千円 1億3千万円 

1億2千289万2千円 地方譲与税　9千800万円 
地方消費税交付金　8千500万円 
その他交付金等　2億41万5千円 ｛ 

○
総
務
費

・
合
併
記
念
誌
制
作
編
集
委
託

料

１，
１
５
５

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
車
両
更
新

８
３
８

・
美
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

助
成
金

１，
２
４
０

・
地
域
創
出
プ
ラ
ン
補
助
金

８
７
０

・
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

金

２，
４
７
７

・
参
議
院
議
員
選
挙
費
７
２
９

・
県
知
事
選
挙
費

５
９
９

○
民
生
費

・
西
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
補

助
金

１，
３
３
３

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
金

１，
４
３
３

・
知
的
障
害
者
施
設
訓
練
等
支

援
費

６，
３
６
５

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運

営
委
託
料

７，
２
０
０

・
外
出
支
援
巡
回
バ
ス
委
託
料

１，
０
３
９

・
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

運
営
委
託
料

１，
３
８
１

・
老
人
牛
乳
助
成
金２，

１
６
４

・
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

支
給
事
業
助
成
金１，

０
４
４

・
西
川
荘
管
理
費

３，
４
６
０

・
保
育
所
運
営
費
委
託
料

２
億
７，
６
０
２

・
未
満
児
保
育
事
業
補
助
金

１，
７
７
８

・
延
長
保
育
促
進
事
業
補
助
金

１，
６
１
９

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
建
築
工

事

４，
６
１
５

○
衛
生
費

・
基
本
健
康
診
査
委
託
料

１，
８
６
４

・
巻
町
外
三
ヶ
町
村
衛
生
組
合

負
担
金

２
億
３，
５
０
５

・
幼
児
医
療
費
助
成
金

８
４
９

・
予
防
接
種
委
託
料

８
３
２

・
ご
み
収
集
業
務
委
託
料

３，
０
８
４

・
し
尿
収
集
運
搬
委
託
料

１，
０
６
２

○
労
働
費

・
持
家
住
宅
建
設
資
金
預
託
金

３，
０
８
４

○
農
林
水
産
業
費

・
転
作
団
地
排
水
等
基
盤
整
備

事
業
補
助
金

５
０
０

平
成
16
年
度
　
主
な
事
業
と
予
算
額（
単
位
万
円
）

・
ノ
ウ
コ
ウ
プ
ラ
ン
助
成
金

４
９
１

・
産
地
づ
く
り
対
策
推
進
助
成

金

２，
８
５
４

・
園
芸
作
物
出
荷
推
進
奨
励
金

６
０
０

・
転
作
大
豆
出
荷
推
進
奨
励
金

３
９
６

・
国
土
調
査
費

１，
２
９
０

・
排
水
機
場
管
理
業
務
委
託
料

９，
６
４
３

○
商
工
費

・
商
工
会
補
助
金

９
１
５

・
商
店
街
公
衆
ト
イ
レ
新
築
工

事
補
助
金

６
０
０

・
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
貸

付
金

１，
７
７
２

・
地
方
産
業
育
成
資
金
県
貸
付

金

２，
５
０
０

・
地
方
産
業
育
成
資
金
町
付
け

加
え
分
貸
付
金

２，
５
０
０

・
西
川
ま
つ
り
補
助
金

３
８
０

○
土
木
費

・
町
道
舗
装
工
事

３，
３
０
０

・
町
道
改
良
工
事１億

１，
４
３
５

・
道
路
環
境
整
備
工
事１，

６
０
０

・
交
通
安
全
施
設
整
備
工
事

１，
２
１
０

・
町
道
用
地
購
入
費３，

２
９
０

○
消
防
費

・
消
防
事
務
組
合
負
担
金

２
億
１，
３
７
６

・
防
火
水
槽
設
置
工
事１，

８
４
１

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ

２
９
９

○
教
育
費

・
学
校
給
食
費

３，
０
７
４

・
語
学
指
導
費

５
３
４

・
小
学
校
費

パ
ソ
コ
ン
使
用
料

７
４
３

水
道
管
ラ
イ
ニ
ン
グ
更
正
工
事

５
１
９

・
中
学
校
費

パ
ソ
コ
ン
使
用
料

３
３
４

グ
ラ
ウ
ン
ド
排
水
対
策
等
工
事

５
９
２

・
図
書
館
等
生
涯
学
習
施
設
建

築
工
事

13
億
７
３
１

・
福
祉
会
館
改
修
工
事

１
億
１，
４
１
６

・
図
書
購
入
費

１
億
５
０
０

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
外
壁

新
設
工
事

１，
０
０
０

歳　出 歳　出 
61億7千150万2千円 

教育費 
31.0%

民生費 
16.5%公債費 

12.5%

総務費 
8.9%

土木費 
8.6%

19億1千89万4千円 

10億1千678万7千円 

7億7千106万2千円 

5億4千966万8千円 

5億2千994万8千円 

農林水産業費 
5.4%

3億3千346万3千円 

消防費 
4.4%

2億7千170万2千円 

商工費 
1.9%
1億1千984万7千円 

議会費 
1.8%

1億1千153万7千円 

労働費 
0.5%
3千140万3千円 予備費 

0.1%
300万円 

衛生費 
8.4%
5億2千219万1千円 5億2千219万1千円 
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性質別内訳 性質別内訳 

普通建設事業費 
30.6%

補助費等 
15.2%

物件費 
13.4%

公債費 
12.9%

人件費 
12.4%

扶助費 
7.6%

繰出金 
 5.6%

その他 
2.3%

●普通建設事業費（18億8千642万4千円）
建物の建設や町道改良等の工事に要する経費です

●補助費等（9億3千731万9千円）
各種団体等に対する補助金や負担金等です

●物件費（8億2千507万2千円）
各種事業の委託料や消耗品等の行政遂行に要する経費です

●公債費（7億9千606万3千円）
町の借金にあたる町債の償還金です

●人件費（7億6千523万4千円）
職員の給与及び各種審議会委員等の報酬です

●扶助費（4億7千301万2千円）
児童手当等各福祉法等に基づく扶助に要する経費です

●繰出金（3億4千388万8千円）
国保会計等の特別会計への繰出金です

●その他（1億4千449万円）
貸付金（9千877万円）
維持補修費（3千856万9千円）
積立金（398万1千円）
投資及び出資金（17万円）
予備費（300万円）

0

10

20

30

40

50

60

12 13 14 15 16 年度 

億円 

41
億
７
千
７
９
７
万
２
千
円 

44
億
３
千
72
万
７
千
円 

44
億
８
千
87
万
円 

43
億
７
８
７
万
円 

61
億
７
千
１
５
０
万
２
千
円 

一般会計予算の推移 

一
般
会
計
予
算
を
町
民
一
人
当
た
り
で
み
る
と 

48
万
9
千
2
1
9
円
（
34
万
2
4
7
円
） 

一
世
帯
当
た
り
で
み
る
と
1
7
5
万
2
千
7
7
0
円
使
わ
れ
ま
す
 

（
　
　
）
昨
年
度
の
予
算
額
 

教育費 

151,478円 
（29,067円） 

民生費 

80,601円 
 （75,062円） 

公債費 

61,123円 
（48,344円） 

総務費 

43,573円 
（36,618円） 

土木費 

42,009円 
（33,004円） 

衛生費 

41,394円 
（37,310円） 

農林水産業費 

26,434円 
（36,731円） 

消防費 

21,538円 
（20,099円） 

商工費 

9,500円 
（11,453円） 

その他 

11,569円 
（12,559円） 

ガス事業清算特別会計 
歳入歳出総額 

9億6千954万6千円 
（前年度比皆増） 

水道事業会計 
事業費用及び資本的支出 
5億2千734万2千円 
（前年度比9.6％減） 

5億2千807万円 
（前年度比21.4％減） 

10億1千409万3千円 
（前年度比10.3％減） 

国民健康保険特別会計 
歳入歳出総額 

老人保健特別会計 
歳入歳出総額 

下水道事業特別会計 
歳入歳出総額 

9億323万3千円 
（前年度比6.1％増） 

特別会計予算 

介護保険特別会計 
歳入歳出総額 

7億3千517万1千円 
（前年度比12.6％増） 
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新潟地域合併協議会開催 新潟地域合併協議会開催 第3回・第4回 第3回・第4回 新潟地域合併協議会開催 新潟地域合併協議会開催 

市町村合併情報 市町村合併情報 市町村合併情報 

〜
合
併
協
定
書
に
調
印
〜

12
市
町
村
（
新
潟
市
・
白
根

市
・
豊
栄
市
・
小
須
戸
町
・
横
越

町
・
亀
田
町
・
岩
室
村
・
西
川

町
・
味
方
村
・
潟
東
村
・
月
潟
村

及
び
中
之
口
村
）
で
構
成
す
る
第

３
回
新
潟
地
域
合
併
協
議
会
（
法

に
基
づ
く
協
議
会
）
が
３
月
７
日

に
、
第
４
回
協
議
会
が
３
月
14
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
の
協
議
会
で
は
、
各
市

町
村
か
ら
区
割
り
に
対
す
る
意
見

が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
専
門
部
会

の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
４
回
協
議
会
で
は
、

法
定
協
議
会
で
の
協
議
項
目
が
す

べ
て
協
議
さ
れ
、
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、
12
市
町
村
に
よ
る
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

法
定
協
議
会
で
決
定
し
た
事
項

に
つ
い
て
は
、
先
に
配
布
し
た

「
新
潟
地
域
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

の
と
お
り
で
す
が
、
今
号
は
、
第

３
回
協
議
会
で
出
さ
れ
た
区
割
り

に
対
す
る
各
市
町
村
の
意
見
お
よ

び
専
門
部
会
の
中
間
報
告
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
新
潟
市

議
会
意
思
と
し
て
は
ま
と
ま
っ

て
い
な
い
が
、
特
別
委
員
会
で
３

点
の
合
意
を
得
た
。

・
区
の
人
口
は
10
万
人
以
上
に
こ

だ
わ
ら
な
い
。

・
原
則
、
現
在
の
地
区
事
務
所
の

エ
リ
ア
は
分
割
し
な
い
。

・
現
在
の
新
潟
市
域
を
分
割
す
る

必
要
が
あ
る
。

●
白
根
市

都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
区

割
り
を
基
本
と
し
て
話
し
合
い
を

進
め
て
き
た
。
南
部
軸
と
い
う
考

え
方
を
基
本
と
し
て
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
南
部
軸
を
中
心
と
し
た

エ
リ
ア
で
調
整
し
て
も
ら
い
た

い
。

●
豊
栄
市

都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
北
部
軸
を

中
心
に
考
え
て
い
る
。
将
来
的
に

は
聖
籠
町
・
阿
賀
野
市
と
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
阿
賀
野
川
か

ら
北
側
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
小
須
戸
町

新
津
市
長
選
お
よ
び
住
民
投
票

の
結
果
に
よ
り
、
新
津
市
が
合
併

に
向
け
て
追
い
つ
い
て
く
る
と
思

う
。
新
津
市
と
一
緒
に
な
っ
た
区

割
り
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

●
横
越
町

２
月
19
日
に
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

亀
田
町
を
中
心
と
す
る
新
潟
南
警

察
署
管
内
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
亀
田
町
・

横
越
町
は
副
都
心
的
な
役
割
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
面
積
は
88
・
８

㎞
、
人
口
約
12
万
人
の
エ
リ
ア
は

理
想
的
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

●
亀
田
町

横
越
町
と
同
様
で
あ
る
。
新
潟

南
警
察
署
管
内
エ
リ
ア
で
お
願
い

し
た
い
。
亀
田
郷
と
し
て
の
地

縁
・
血
縁
・
歴
史
・
文
化
・
伝
統

は
全
部
こ
の
亀
田
郷
と
し
て
栄
え

て
き
た
こ
の
エ
リ
ア
と
共
通
す
る

も
の
で
あ
る
。
非
常
に
連
帯
感
が

高
い
地
域
で
あ
る
。
当
町
議
会
も

全
会
一
致
で
あ
る
。

●
岩
室
村

３
月
４
日
に
特
別
委
員
会
を
開

催
し
た
。
歴
史
的
、
人
的
交
流
、

地
形
的
な
観
点
か
ら
、
現
西
蒲
原

郡
１
町
５
村
の
枠
組
み
が
最
良
で

あ
る
。
更
に
、
巻
町
の
動
向
に
よ

り
規
模
の
拡
大
も
見
込
ま
れ
る
。

●
西
川
町

３
月
３
日
に
特
別
委
員
会
を
開

催
し
た
。
大
勢
の
意
見
と
し
て
、

西
蒲
原
郡
１
つ
と
新
潟
市
西
地
区

事
務
所
管
内
お
よ
び
黒
埼
支
所
管

内
を
１
つ
と
す
る
区
割
り
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

○
各
市
町
村
か
ら
出
さ
れ
た

区
割
り
に
対
す
る
意
見
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●
味
方
村

日
常
の
生
活
圏
、
交
通
の
利
便

性
、
伝
統
文
化
の
一
体
性
、
ま
た

意
向
調
査
な
ど
を
参
考
と
し
て
検

討
し
た
結
果
、
中
ノ
口
川
沿
線
、

旧
大
野
郷
の
区
割
り
と
し
て
も
ら

い
た
い
。

●
潟
東
村

３
月
１
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。
西

蒲
原
ま
と
ま
っ
て
１
つ
の
区
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

●
月
潟
村

西
蒲
原
一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ

を
割
ら
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
月

潟
郷
土
地
改
良
区
も
こ
と
し
４
月

に
西
蒲
原
土
地
改
良
区
と
合
併
す

る
。

●
中
之
口
村

３
月
３
日
に
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
全
会
一
致
で
決
定
し
た
。

西
蒲
原
を
割
ら
な
い
で
区
割
り
と

し
て
も
ら
い
た
い
。
農
協
・
土
地

改
良
区
が
西
蒲
原
郡
の
ほ
う
で
形

成
さ
れ
て
い
る
。
田
園
型
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
も
十
分
配
慮
し
て
も
ら
い
た

い
。以

上
、
12
市
町
村
か
ら
の
意
見

発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

発
表
さ
れ
た
意
見
等
を
も
と
に
、

分
権
専
門
部
会
で
複
数
の
区
割
り

パ
タ
ー
ン
の
案
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
首
長
意
見
交
換
会
や

各
市
町
村
議
会
で
そ
の
案
に
つ
い

て
協
議
し
、
協
議
後
の
区
割
り
パ

タ
ー
ン
を
作
成
し
た
後
に
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
と
と
も

に
、意
見
を
募
集
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
「
12
市
町

村
界
、
人
口
及
び
面
積
図
」（
Ｐ

10
）、
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
「
骨

格
構
造
図
」（
Ｐ
11
）
を
掲
載
し

ま
す
。（
※
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、
策
定
に
あ
た
っ
て
潟

東
村
お
よ
び
岩
室
村
は
参
加
し
て

い
ま
せ
ん
。）

次
の
３
つ
の
専
門
部
会
等
か
ら

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
12
市
町
村
教
育
長
会
議

１
合
併
後
の
教
育
事
務
所
の
設
置

こ
れ
ま
で
の
教
育
行
政
と
の
継

続
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
合
併
に

伴
う
諸
課
題
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
、
政
令
市
移
行
ま
で
の
当
分

の
間
、
現
在
の
各
市
町
村
教
育
委

員
会
の
組
織
を
考
慮
し
た
「
教
育

事
務
所
」
を
設
置
す
る
。

２
政
令
指
定
都
市
・
新
潟
市
の

教
育
行
政
の
あ
り
方

1

生
涯
学
習
の
あ
り
方

こ
れ
ま
で
各
市
町
村
は
、
住
民

の
参
画
を
得
な
が
ら
、
固
有
の
歴

史
や
文
化
に
根
ざ
し
た
多
彩
な
生

涯
学
習
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。

合
併
後
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
尊
重

し
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
す
こ

と
を
重
視
す
る
。

生
涯
学
習
の
組
織
は
、
公
民
館

に
運
営
審
議
会
が
設
け
ら
れ
る
な

ど
、
本
来
、
分
権
型
の
運
営
が
基

本
と
さ
れ
て
い
る
。
政
令
市
に
お

い
て
は
、
各
区
の
基
幹
公
民
館
お

よ
び
基
幹
図
書
館
の
機
能
を
充
実

し
、
公
民
館
運
営
審
議
会
・
図
書

館
協
議
会
を
区
ご
と
に
一
本
化

し
、
区
内
の
生
涯
学
習
の
あ
り
方

を
審
議
で
き
る
場
と
す
る
。

2

学
校
教
育
の
あ
り
方

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
政
令

市
に
移
管
さ
れ
る
県
費
負
担
教
職

員
の
任
免
権
を
生
か
し
な
が
ら
、

各
学
校
が
家
庭
・
地
域
と
連
携

し
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
支
援
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
学
校
と

教
育
委
員
会
の
密
接
な
連
携
を
保

ち
、
地
域
の
特
色
と
実
績
に
基
づ

い
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
事
務

局
体
制
を
強
化
・
充
実
さ
せ
る
。

3

各
区
で
の
子
ど
も
・
教
育
相

談
セ
ン
タ
ー
の
設
置

こ
れ
ま
で
各
市
町
村
で
設
置
さ

れ
て
き
た
子
ど
も
・
教
育
相
談
部

門
の
充
実
を
図
り
、
各
区
に
子
ど

も
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
。

4

（
仮
称
）「
区
教
育
行
政
評
議

員
会
」
の
設
置

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
両
分
野

を
含
む
、
区
に
お
け
る
教
育
行
政

全
般
の
あ
り
方
を
審
議
し
、
教
育

委
員
会
に
提
言
で
き
る
よ
う
に
す

る
。教

育
委
員
会
は
、
提
言
を
踏
ま

え
て
、
各
区
の
特
色
を
伸
ば
し
、

地
域
の
実
情
に
合
致
し
た
方
針
の

策
定
に
努
め
る
。

１
交
通
専
門
部
会
の
検
討
経
過

第
１
回
平
成
15
年
８
月
５
日

①
部
会
の
進
め
方
・
日
程
に
つ

い
て

②
概
略
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
課
題

に
つ
い
て

第
２
回
平
成
15
年
８
月
27
日

①
合
併
新
市
の
交
通
計
画
に
お

け
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

・
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
と

の
整
合
に
つ
い
て

・
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

・
Ｔ
Ｄ
Ｍ
な
ど
道
路
の
有
効
利

用
に
つ
い
て

・
大
外
環
状
道
路
な
ど
に
つ
い

て
第
３
回
平
成
15
年
９
月
４
日

①
中
間
報
告
書
（
案
）
に
つ
い

て
※
合
併
新
市
の
幹
線
道
路

（
連
絡
道
路
含
む
）
網
を
検

討
す
る
た
め
ワ
ー
キ
ン
グ
を

設
置
し
た
。（
３
回
開
催
）

第
４
回
平
成
16
年
１
月
30
日

①
合
併
新
市
の
幹
線
道
路
（
連

絡
道
路
含
む
）
網
に
つ
い
て

②
今
後
の
調
査
研
究
事
項

２
合
併
新
市
の
道
路
網
に
つ
い

て
1

道
路
網
の
基
本
体
系

都
心
地
域
と
各
地
域
を
連
絡
す

る
「
放
射
状
道
路
」
と
地
域
間
を

連
携
す
る
「
環
状
道
路
」
か
ら
構

○
専
門
部
会
中
間
報
告
等

「
合
併
後
の
教
育
行
政
の
あ
り

方
」

「
交
通
専
門
部
会
中
間
報
告
」
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３
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
交
通
専
門
部
会

で
シ
ス
テ
ム
・
他
都
市
の
事
例
等

に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
、
合
併
後

は
各
方
面
の
基
幹
軸
や
交
通
特
性

に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
手
法
や
実
現

の
可
能
性
を
幅
広
く
探
る
た
め
の

調
査
検
討
を
行
う
。（
合
併
建
設

計
画
に
調
査
費
を
計
上
）

「
田
園
型
政
令
指
定
都
市
」
に
ふ

さ
わ
し
い
農
業
の
基
本
的
な
方
向

（
互
恵
・
循
環
・
環
境
重
視
型
農

業
の
推
進
）

１
農
業
の
基
本
的
な
方
向
―
産

業
と
し
て
魅
力
の
あ
る
農
業

の
確
立

1

元
気
の
で
る
米
の
都
づ
く
り

・
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
　

・
組
織
化
・
法
人
化
へ
の
支
援

・
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

な
ど

2

夢
の
あ
る
園
芸
の
都
づ
く
り
　

・
園
芸
銘
産
品
の
品
目
・
生
産

の
拡
大

・
野
菜
、
果
樹
、
花
卉
、
花
木

の
生
産
の
拡
大
　
な
ど

3

彩
の
あ
る
食
の
都
づ
く
り

・
多
目
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化

・
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど

２
農
村
の
基
本
的
な
方
向
―
地

域
と
し
て
魅
力
の
あ
る
集
落

環
境
の
形
成

1

市
街
地
を
や
さ
し
く
包
む
田

園・
田
園
の
価
値
、
田
園
の
保
全

2

住
む
人
に
快
適
な
集
落
環
境

づ
く
り

・
田
園
ま
ち
づ
く
り

・
公
共
施
設
配
置
の
方
向

3

訪
れ
る
人
に
魅
力
的
な
美
し

い
地
域
づ
く
り

・
水
路
や
集
落
周
辺
の
緑
と
花

・
自
然
環
境
の
保
全
育
成

３
田
園
型
政
令
指
定
都
市
の
豊

か
さ
を
活
か
し
て
―
市
民
に

と
っ
て
魅
力
の
あ
る
田
園
都

市
の
形
成

1

資
源
の
循
環
す
る
農
業
の
確

立・
環
境
保
全
型
農
業
の
都
づ
く

り
・
資
源
の
循
環
す
る
農
業
の
推

進

2

ひ
と
に
優
し
い
農
業
の
確
立

・
食
の
安
心
・
安
全

・
地
産
地
消
の
拡
大

3

都
市
と
農
村
の
対
話
・
交
流

・
田
園
都
市
で
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
農
村
体
験
、

田
園
遠
足
、
農
業
体
験
）

4

日
本
を
リ
ー
ド
す
る
総
合
的

な
食
の
都

・
新
潟
の
食
の
魅
力
を
高
め
る

農
業
（
食
の
発
信
、
観
光
集

客
）

・
地
域
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る

農
業
（
農
業
と
関
連
産
業
の

連
携
）

法
定
協
議
会
で
の
合
併
協
定
書

へ
の
調
印
が
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
３
月
25
日
に
臨
時
町
議
会
を

開
催
し
、
合
併
関
連
議
案
５
議
案

が
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
知
事
へ
の
合
併
申

請
、
県
議
会
で
の
議
決
と
知
事
の

決
定
、
総
務
大
臣
へ
の
届
け
出
と

告
示
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
広
域
情
報
係

内
線
２
１
３

成
さ
れ
る
「
放
射
・
環
状
型
の
道

路
網
」
を
基
本
体
系
と
す
る
。

放
射
状
道
路：

国
道
７
号
、
８

号
、
49
号
、
１
１
６
号
、
４
０
３
号

環
状
道
路：
大
外
環
状
道
路
、

国
道
４
６
０
号
（
周
辺
市
町
村
道

路
）

2

各
市
町
村
の
道
路
等
（
連
絡

道
路
）
の
位
置
づ
け

各
市
町
村
の
道
路
等
（
連
絡
道

路
）
に
つ
い
て
は
、
合
併
新
市
の

「
放
射
・
環
状
型
の
道
路
網
」
の

骨
格
を
成
す
国
県
道
等
を
補
完
す

る
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
必
要
に

応
じ
て
総
合
交
通
体
系
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
で
の
位
置
づ
け
を
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
合
併
新
市

の
新
総
合
計
画
へ
の
反
映
に
努
め

る
。

合
併
関
連
議
案
を
町
議
会
で

可
決

「
農
業
専
門
部
会
中
間
報
告
」



西川町 

岩室村 

味方村 

白根市 

亀田町 

横越町 

豊栄市 

中之口村 

小須戸町 

潟東村 

月潟村 

本庁 中地区事務所 

黒埼支所 

北地区事務所 
1

1
1

1

1

1 3

3

3

2

2

2

2
2 2

西地区事務所 

坂井輪地区事務所 

新潟市 

南
地
区
事
務
所 

石山地区事務所 

東地区事務所 
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12市町村界、人口及び面積

※
　
人
口
は
、
平
成
12
年
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口

※
　
各
市
町
村
及
び
新
潟
市
黒
埼
支
所
の
面
積
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
国
土
地
理

院
「
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
」
平
成
14
年
10
月
１
日
現
在

た
だ
し
、
新
潟
市
の
地
区
事
務
所
ご
と
の
面
積
は
、
新
潟
市
「
公
共
施
設
の

現
況
」
平
成
12
年
３
月
発
行
に
よ
る
。

ま
た
、
赤
塚
、
中
野
小
屋
、
曽
野
木
、
両
川
、
大
江
山
、
濁
川
、
南
浜
の
各

地
区
の
面
積
は
、「
平
成
14
年
度
新
潟
市
統
計
書
」
１
―
１
市
域
の
変
遷
か
ら
、

合
併
当
時
の
面
積
を
採
用
し
た
。

入
舟
、
大
形
地
区
に
つ
い
て
は
、
１
／
５
０
０
０
０
の
地
形
図
を
基
に
政
令

指
定
都
市
調
査
課
で
按
分
し
た
。

凡　　例 

市 町 村 界 

支所・地区 
事 務 所 界 

連 絡 所 界 

新潟市
西地区事務所
①内野地区
②赤塚地区
③中野小屋地区
坂井輪地区事務所
本庁
①本庁地区
②入舟地区
南地区事務所
①鳥屋野地区
②曽野木地区
③両川地区
東地区事務所
①沼垂地区
②大形地区
石山地区事務所
①石山地区
②大江山地区
中地区事務所
北地区事務所
①松浜地区
②濁川地区
③南浜地区
黒埼支所

白根市
豊栄市
早通出張所

小須戸町
横越町
亀田町
岩室村
西川町
味方村
潟東村
月潟村
中之口村

合　　　計

人口（人）
５２７，３２４
４０，３４７
３０，７１５
５，３２３
４，３０９
９１，３１８
６６，８５１
５５，２４８
１１，６０３
８８，８８３
７３，２３１
１１，７６０
３，８９２
７１，６５３
５３，４３８
１８，２１５
６５，２７２
５７，８８１
７，３９１
４８，２４６
２８，８６１
９，８９７

１０，９７６
７，９８８
２５，８９３
４０，０１２
４８，９９７
９，７０３
１０，４５４
１０，７９５
３２，０６１
１０，０４２
１２，３６５
４，８０５
６，４５４
３，８３１
６，４８３

７１３，６２３

面積（ ）
２３１.９４
４１.００
１２.９１
１４.２１
１３.８８
２１.９７
１０.００
８.８４
１.１６

３８.００
１３.６６
１３.６０
１０.７４
２５.００
１３.５３
１１.４７
２５.００
１０.５１
１４.４９
１４.００
３１.００
６.７９
８.６５

１５.５６
２５.９７
７７.０６
７６.８５
２.８９

１６.９１
２３.６２
１６.８２
３６.１１
２４.７６
１４.４４
２３.９６
９.０４

２０.１６
５７１.６７
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市
町
村
合
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情
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新潟都市圏ビジョンの骨格構造図
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税
だ
よ
り

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
野
菜
を
お
く
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
た
ま
に
、
遊
び
に
い
く
よ
。

鎧
郷
小
学
校
６
年
　
土
屋
　
峻
吾

上
越
に
い
る
お
父
さ
ん
。
毎
日
私
た
ち
の
た
め
に
仕
事
を
が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
毎
日
応
援
し
て
る
よ
。

鎧
郷
小
学
校
６
年
　
町
田
　
綾
華

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
い
つ
も
い
ろ
い
ろ
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
ま
た
、
楽
し
い
所
に
連
れ
て
行
っ
て
ね
。

鎧
郷
小
学
校
６
年
　
原
田
有
理
子

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
犬
の
散
歩
に
い
く
だ
け
で
お
こ
づ
か
い
を

く
れ
る
。
い
つ
も
な
に
か
を
や
る
と
く
れ
る
。
あ
り
が
と
う
。

鎧
郷
小
学
校
６
年
　
笠
井
　
貴
洋

じ
い
ち
ゃ
ん
へ
、
い
つ
も
仕
事
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
仕
事
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

鎧
郷
小
学
校
６
年
　
小
林
　
直
人

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
毎
年
誕
生
日
が
同
じ
で
楽
し
い
ね
。
今
年
も
ケ
ー

キ
は
大
き
い
か
な
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
う
ぜ
。

曽
根
小
学
校
６
年
　
渡
辺
　
景
子

わ
た
し
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
二
人
。
ど
っ
ち
も
や
さ
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
。

で
も
と
き
ど
き
ケ
ン
カ
す
る
時
も
あ
る
け
ど
、
で
も
大
好
き
。

曽
根
小
学
校
６
年
　
土
田
夕
利
加

仕
事
場
で
は
か
っ
こ
い
い
お
母
さ
ん
。
家
で
は
優
し
い
お
母
さ
ん
が

あ
こ
が
れ
で
す
。
い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
お
母
さ
ん
で
い
て
ね
。

曽
根
小
学
校
６
年
　
吉
川
　
絢
菜

お
父
さ
ん
、
毎
日
遅
く
ま
で
仕
事
が
ん
ば
っ
て
い
る
ね
。
あ
ま
り
会

え
な
い
け
ど
ぼ
く
は
い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
よ
。
あ
り
が
と
う
。

曽
根
小
学
校
６
年
　
礒
野
　
陽
介

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
、
ぼ
く
の
た
め
に
あ
り
が
と
う
。
も
う
中
学
生
に

な
る
け
ど
、
今
度
は
で
き
る
だ
け
お
手
つ
だ
い
を
す
る
よ
。

曽
根
小
学
校
６
年
　
細
山
　
拓
哉

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
と
き
に
、
お
父
さ
ん
の
変
化
球
を
取
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
よ
。「
う
ま
い
な
」
と
ほ
め
て
く
れ
た
ね
。

升
潟
小
学
校
６
年
　
渡
辺
　
　
亮

お
母
さ
ん
、
算
数
の
分
か
ら
な
い
問
題
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
今
度
は
、
自
分
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

升
潟
小
学
校
６
年
　
神
田
　
貴
浩

目
覚
ま
し
時
計
を
か
け
て
、
毎
朝
き
ち
ん
と
起
き
る
お
母
さ
ん
は
す
ご

い
で
す
。
ぼ
く
も
寝
ぼ
う
し
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

升
潟
小
学
校
６
年
　
須
田
　
勇
希

い
つ
も
明
る
く
て
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
い
る
と
楽
し
く
て
元
気
に
な
る
よ
。

升
潟
小
学
校
６
年
　
山
木
　
美
穂

平
日
は
な
か
な
か
話
せ
な
い
け
ど
休
日
は
私
の
相
手
を
し
て
く
れ
る

お
父
さ
ん
。
ま
た
ど
こ
か
に
出
か
け
よ
う
ね
。

升
潟
小
学
校
６
年
　
山
岸
み
な
み

お
母
さ
ん
い
つ
も
い
つ
も
勉
強
し
ろ
っ
て
言
う
け
ど
自
分
な
り
に

ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
る
か
ら
あ
ま
り
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

西
川
中
学
校
３
年
　
椎
谷
　
　
慶

私
が
悪
い
事
す
る
と
、
い
つ
も
し
か
っ
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
。
つ
い

反
発
し
て
し
ま
っ
て
い
つ
も
あ
や
ま
れ
ま
せ
ん
。「
ご
め
ん
ね
。」

西
川
中
学
校
３
年
　
山
際
　
由
貴

し
ゃ
べ
り
だ
す
と
止
ま
ら
な
く
な
る
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
私
に
聞
か

せ
た
い
こ
と
、
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
ね
。
ち
ゃ
ん
と
聞
く
よ
。

西
川
中
学
校
３
年
　
佐
藤
　
　
彩

い
つ
も
出
か
け
る
時
に
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」
と
言
っ
て
く
れ
る

両
親
。
そ
れ
を
聞
く
と
「
が
ん
ば
ろ
う
。」
と
思
え
る
ん
だ
。

西
川
中
学
校
３
年
　
及
川
　
陽
亮

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
お
仕
事
ご
苦
労
様
。
そ
ん
な
が
ん
ば
っ
て
い
る

お
母
さ
ん
が
私
の
あ
こ
が
れ
の
人
で
す
。
尊
敬
し
て
る
よ
!

西
川
中
学
校
３
年
　
五
十
嵐
綾
佳

こ
の
手
紙
は
、平
成
15
年
度
に
西
川
町
青
少
年
問
題
協
議
会
が
募
っ

た
「
短
い
手
紙
」
の
作
品
で
す
。
な
お
、
学
校
・
学
年
は
、
応
募
当

時
の
も
の
で
す
。

え
る
建
物
は
、
居
住
部
分
の
床
面

積
の
う
ち
「
１
２
０
㎡
」
分
に
相

当
す
る
部
分
が
減
額
対
象
と
な
り

ま
す
。

一
般
住
宅
の
場
合

・
面
積
用
件

延
べ
床
面
積
が
50
㎡
か
ら
２

８
０
㎡
ま
で
の
住
宅
（
別
棟
の

車
庫
等
も
含
み
ま
す
）

・
減
額
内
容

居
住
部
分
の
床
面
積
の
う
ち
、

１
２
０
㎡
分
に
相
当
す
る
税
額

が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

・
減
額
期
間
　
　

新
築
後
３
年
間

（
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

の
場
合
）

注
　
意

３
年
間
の
減
額
期
間
が
終
了

し
、
４
年
目
に
な
る
と
減
額
措

置
が
な
く
な
り
、
本
来
の
税
額

に
戻
る
た
め
、
税
額
が
上
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
16
年

度
は
、
平
成
12
年
中
に
新
築
し

た
住
宅
の
軽
減
措
置
が
な
く
な

り
ま
す
。

※

こ
れ
以
外
の
住
宅
の
場
合
は
、

用
件
や
特
例
内
容
が
異
な
り
ま

す
。
ま
た
建
築
年
に
よ
っ
て
減

額
措
置
用
件
等
も
変
わ
り
ま
す
。

同
一
人
物
が
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
・
償
却
資
産
そ
れ
ぞ
れ
の
課

税
標
準
額
が
、
次
の
金
額
に
満
た

な
い
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
免

税
と
な
り
ま
す
。

・
土
　
　
地
　
　
　
30
万
円

・
家
　
　
屋
　
　
　
20
万
円

・
償
却
資
産
　
１
５
０
万
円

第
１
期
　
　
　
４
月

納
期
限
４
月
30
日
l

第
２
期
　
　
　
７
月

納
期
限
８
月
２
日
h

第
３
期
　
　
　
12
月
　

納
期
限
12
月
27
日
h

第
４
期
　
　
　
２
月
（
17
年
）

納
期
限
２
月
28
日
h

※

納
期
限
が
土
・
日
曜
、
祝
日

に
あ
た
る
場
合
は
、
翌
日
以
降

の
最
初
の
平
日
が
納
期
限
と
な

り
ま
す
。

口
座
振
替
用
の
納
税
通
知
書
だ

け
を
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
各
納
期
月
に

な
り
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ

れ
た
金
融
機
関
に
税
務
課
か
ら
口

座
振
替
を
依
頼
し
、
引
き
落
と
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
領
収
書
は
後
日
一
括
し

て
お
届
け
し
ま
す
。

自
主
納
付
用
の
納
税
通
知
書
を

郵
送
で
一
括
お
届
け
し
ま
す
。

各
納
期
月
に
な
り
ま
し
た
ら
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。納

税
通
知
書
の
裏
面
に
、
固
定

資
産
税
の
賦
課
（
課
税
）
の
根
拠
、

納
税
す
る
際
の
指
定
金
融
機
関
名

等
の
詳
し
い
内
容
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
務
課
資
産
税
係

内
線
　
１
５
４

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
町
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
負
担

し
て
い
た
だ
く
貴
重
な
財
源
で
す
。

平
成
16
年
度
分
の
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
各
納
期
（
４
期
）
ご
と
の
納

期
限
内
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
固
定
資
産
税
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋

お
よ
び
償
却
資
産
を
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
（
賦
課
期
日
と
い
い
ま

す
）
で
所
有
し
て
い
る
方
（
土

地
・
家
屋
は
登
記
簿
上
の
所
有
者
）

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
、

原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
価
格

（
評
価
額
）
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

従
っ
て
、
１
月
２
日
以
降
に
売

買
、
贈
与
等
で
所
有
者
が
変
わ
っ

て
も
、
そ
の
年
１
年
分
の
固
定
資

産
税
は
、
１
月
１
日
現
在
の
所
有

者
（
登
記
簿
上
の
所
有
者
）
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。相

続
（
所
有
者
死
亡
）
の
場
合

は
、
相
続
登
記
が
終
了
す
る
ま
で

相
続
人
を
納
税
義
務
者
と
し
ま
す
。

償
却
資
産
と
は

会
社
や
商
店
、
農
家
な
ど
が

所
有
し
て
い
る
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
税
額
は
、
そ
の

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
を
基
に

課
税
標
準
額
を
算
出
し
、
税
率
を

掛
け
計
算
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

税
率
は
、
一
律
1.4
％
（
標
準
税

率
）
で
す
の
で
、
税
額
は
課
税
標

準
額
×
1.4
％
で
算
出
し
ま
す
。

例
え
ば
、
住
宅
の
課
税
標
準
額

額
が
１
０
０
万
円
と
す
る
と
、
こ

の
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
額
は
、

１
０
０
万
円
×
1.4
％
＝
１
万
４
千

円
と
な
り
ま
す
。

住
宅
用
地
と
し
て
利
用
し
て
い

る
土
地
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
住
宅
１
戸
当
た
り
２
０

０
㎡
ま
で
を
「
小
規
模
住
宅
用
地
」

と
し
て
、
課
税
標
準
額
を
価
格
の

６
分
の
１
と
す
る
特
例
措
置
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
㎡
を
超
え
た
部

分
は
「
そ
の
他
の
住
宅
用
地
」
と

し
て
、
課
税
標
準
額
を
価
格
の
３

分
の
１
と
す
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
軽
減
対
象
と
な
る
面

積
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
。

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
、
新
築
後
一
定
期
間
の

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

減
額
の
対
象
と
な
る
の
は
、
新

築
の
住
宅
用
家
屋
の
う
ち
居
住
部

分
だ
け
で
す
の
で
、
併
用
住
宅
の

店
舗
部
分
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
対
象
と
な
る
部
分
は
居

住
部
分
の
床
面
積
が
「
１
２
０
㎡
」

ま
で
で
す
の
で
、
１
２
０
㎡
を
超

税
だ
よ
り 

税
だ
よ
り 

固
定
資
産
税
編 

固
定
資
産
税
と
は

平
成
平
成
平
成
161616
年
度
年
度
年
度

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す

平
成
平
成
平
成
161616
年
度
年
度
年
度

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す

お
届
け
し
ま
す

税
　
額

税

額

税

額

税
　
額

税

額

税

額

免
税
点

免
税
点

免
税
点

免
税
点

免
税
点

免
税
点

納
　
期

納

期

納

期

納
　
期

納

期

納

期

納
税
方
法

納
税
方
法

納
税
方
法

納
税
方
法

納
税
方
法

納
税
方
法

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

税
金
の
軽
減

税
金
の
軽
減

税
金
の
軽
減

税
金
の
軽
減

税
金
の
軽
減

税
金
の
軽
減

主
な
用
件
と
減
額
内
容

平
成
15
年
中
に
新
築
の
住
宅

口
座
振
替
の
方

現
金
納
付
の
方

土
　
地

家
　
屋
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春
の
海
灯
台
見
ゆ
る
陽
の
惠
み

渡
辺
　
湖
生

蕗
味
噌
は
見
よ
う
見
真
似
で
母
の
味

加
藤
　
静
江

足
元
に
声
掛
け
て
来
し
蕗
の
と
う

川
崎
　
　
實

蕗
の
と
う
摘
む
に
は
お
し
き
二
つ
三
つ

笹
川
カ
ツ
ヨ

滑
走
路
離
れ
眼
下
に
春
の
海

関
　
　
芙
美

み
や
げ
屋
の
塗
箸
の
つ
や
雪ゆ

き

解げ

風か
ぜ

福
島
　
阿
支

畔
道
に
季
節
の
息
吹
蕗
の
薹

星
　
　
良
三

わ
ざ
と
ら
し
砂
に
つ
ま
ず
く
春
の
海

森
　
　
　
武

蕗
を
剥
ぐ
背
中
に
吾
子

あ

こ

の
温
も
り
を

小
林
　
正
義

故
郷
の
実
家
変
わ
ら
ず
蕗
の
薹

山
際
　
伝
市

舟
囲
い
解
く
日
近
づ
く
春
の
海

山
田
八
千
代

海
よ
り
の
風
に
耐
え
咲
く
寒
椿

渡
辺
　
紅
華

子
等
も
来
て
あ
っ
た
あ
っ
た
と
蕗
の
薹

市
橋
　
金
吾

短
歌

手
作
り
の
ミ
ニ
雛
な
れ
ど
飾
り
た
り
新
た
に
加
ふ
貝

び
な
三
組

加
藤
ト
シ
子

わ
が
家
の
は
じ
め
て
咲
き
し
ア
ロ
エ
花
細
き
花
芯
に

蜜
の
玉
光
る

B

波
　
フ
サ

亡
き
妻
に
見
て
よ
と
ピ
ン
ク
の
ラ
ン
ド
セ
ル
持
ち
て

孫
が
尋
ね
き
た
り
ぬ

森
　
　
　
武

ひ
な
ま
つ
り
過
ぎ
し
と
い
ふ
に
雪
積
り
大
き
氷
柱

つ
ら
ら

が

朝
の
陽
に
光て

る

水
野
　
シ
ヅ

鈴
の
音
の
き
こ
ゆ
る
封
書
何
な
る
や
　
鴨
地
蔵
の
鈴

付
お
札ふ

だ

相
生
　
光
江

風
邪
熱
で
臥
せ
ば
届
き
ぬ
近
く
家や

の
嫁
の
手
料
理
湯

気
立
ち
し
ま
ま

桜
　
み
な
よ

福
寿
草
春
の
色
に
染
ま
り
け
り
弥
生
の
空
の
風
も
温

く
て

松
島
え
り
ん

荒
海
も
今
日

い

ま

は
久
し
く
静
か
な
り
佐
渡
の
島
影
う
す

う
す
と
見
ゆ

青
葉
　
　
香

雲
間
よ
り
射
し
く
る
春
の
や
は
ら
陽
に
遙
か
み
ど
り

の
風
の
香
覚
ゆ
る

大
野
　
友
子

両
親
も
姉
妹
も
逝
き
て
た
だ
一
人
残
り
し
夫
の
声
力

な
し
　

上
山
　
恵
子

俳
句

自衛隊幹部候補生採用試験 自衛隊幹部候補生採用試験 自衛隊幹部候補生採用試験 

防衛庁では、来春採用予定の幹部候補生
の受付および第一次試験を行います。
【応募資格】
一般・技術幹部候補生
20歳以上26歳未満の方。
ただし、大学院修士課程修了者は28歳未

満、大卒（見込み含む）者は22歳未満とする。

医科・歯科・薬剤幹部候補生
専門の大卒（見込み含む）で20歳以上30

歳未満の方。
薬剤は26歳未満の方、ただし、薬学修士

学位取得者は28歳未満とする。
【受付期間】 ４月５日h～５月11日i
【試 験 日】 ５月22日mおよび23日g
【試験場所】 新潟市

問い合わせ
自衛隊新潟地方連絡部
加茂募集事務所　@0256－52－5222

阿部　功 氏 
助役再任　　 

３月12日開催の平成16年第３回町議会３月定例会において、
阿部　功さんが西川町助役に選任同意され、４月１日付けで
就任しました。

助役就任のあいさつ
このたび西川町助役に再任され、引き
続き４月１日から職務に就きました。
私としましては、身に余る光栄であ
り、その責任の重大さに身の引き締ま
る思いです。
もとより微力ではありますが、これ
から町の最重要課題である日本海側唯
一の田園型政令指定都市を目指した新
潟市を中心とする広域合併に向け、町
の総仕上げに全力を傾注するととも
に、町民が安心して市町村合併の日を
迎えられるよう、初心に返り、職責を
果たす所存ですので、皆さまをはじめ、
関係各位のご指導ご鞭撻を賜りますよ
う、心からお願い申し上げます。
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図
書
館
等
施
設
概
要

図書館等生涯学習施設の概要をお知らせします 図書館等生涯学習施設の概要をお知らせします 図書館等生涯学習施設の概要をお知らせします 
建築工事の開始に伴い、今回は完成予想図や施工業者などをお知らせします。
大きな屋根のある図書館は、天井が高く、とても開放的な空間です。
雑誌や新聞も充実させる予定で、図書資料の貸し出し・返却だけにとどまらない、居心地のよい滞在型の図書

館を目指しています。
開館日は現在のところ未定ですが、文化的施設として、町民の皆さんにご利用いただけるよう心がけています。

図
書
館
等
生
涯
学
習
施
設
建
築

工
事
概
要
に
つ
い
て

３
月
臨
時
町
議
会
に
お
い
て
、
各
工
事
の

施
工
業
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

１
　
図
書
館
等

総
工
事
費
　
１，
６
８
５，
５
６
５
千
円

施
工
期
間
　
平
成
17
年
３
月
４
日
ま
で

①
建
築
本
体
工
事

水
倉
・
広
　
特
定
共
同
企
業
体

契
約
金
額
　
１，
１
２
３，
５
０
０
千
円

②
電
気
設
備
工
事

セ
コ
ム
テ
ク
ノ
・
電
友
特
定
共
同
企
業
体

契
約
金
額
　
２
１
６，
３
０
０
千
円

③
機
械
設
備
工
事

新
潟
日
立
・
志
登
屋
・
東
特
定
共
同
企
業
体

契
約
金
額
　
３
２
０，
２
５
０
千
円

④
外
構
工
事

株
式
会
社
八
百
板
組

契
約
金
額
　
２
５，
５
１
５
千
円

２
　
福
祉
会
館
改
修
工
事

総
工
事
費
　
１
４
７，
２
０
９
千
円

施
工
期
間
　
平
成
16
年
９
月
17
日
ま
で

①
建
築
本
体
工
事

株
式
会
社
加
賀
田
組

契
約
金
額
　
１
１
１，
６
１
５
千
円

②
電
気
設
備
工
事

西
川
町
電
気
工
事
共
同
企
業
体

契
約
金
額
　
１
７，
０
６
２
千
円

③
機
械
設
備
工
事

有
限
会
社
古
島
設
備

契
約
金
額
　
１
８，
５
３
２
千
円

図
書
館
等
生
涯
学
習
施
設
の
概
要

１
　
敷
地
面
積
　
４，
７
１
５
㎡

２
　
延
べ
床
面
積

４，
５
４
２
・
０
１
㎡

３
　
部
門
別
面
積

図
書
館
部
門

１，
５
４
０
・
７
６
㎡

多
目
的
ホ
ー
ル
部
門

１，
８
２
３
・
４
１
㎡

共
通
部
門

１，
１
７
７
・
８
４
㎡

４

建
築
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）
地
上

２
階

５
　
施
設
内
容

図
書
館
、多
目
的
ホ
ー
ル

６
　
開
館
時
蔵
書
冊
数

約
５
５，
０
０
０
冊

７
　
開
架
収
容
冊
数

約
７
５，
０
０
０
冊

８
　
総
収
容
冊
数
（
閉
架
含
む
）

約
１
３
５，
０
０
０
冊

９
　
多
目
的
ホ
ー
ル
収
容
席
数

８
０
０
席

３
月
30
日
i
に
、
図
書
館
等
生

涯
学
習
施
設
建
築
工
事
お
よ
び
福

祉
会
館
改
修
工
事
の
合
同
起
工
式

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
起
工
式
に
は
、
町
長
・
助

役
・
収
入
役
・
教
育
長
、
町
議
会

議
員
、
関
係
集
落
区
長
、
地
権
者
、

施
工
業
者
な
ど
が
出
席
し
ま
し

た
。福

祉
会
館
改
修
工
事
は
９
月
17

日
ま
で
、
図
書
館
等
生
涯
学
習
施

設
建
築
工
事
は
来
年
３
月
４
日
ま

で
の
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

起
工
式
を
開
催
し
ま
し
た
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３
月
30
日
i
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
西
川
町

区
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
15
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
と

平
成
16
年
度
事
業
計
画
・
予
算
が
承
認
・
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
役
員
に
つ
い
て
も
次
の
と
お
り

改
選
さ
れ
ま
し
た
。

会
　
長

深
川
新
三
郎
（

第
一
区
）

副
会
長

佐
藤
　

稔
（
大
潟
）

田
中
　
一
男
（
旗
屋
）

遠
藤
　
定
次
（
押
付
）

理
　
事

近
藤
　
信
男
（
見
帯
）

鈴
木
　
大
策
（
下
山
）

加
藤
　
英
一
（
七
番
町
）

山
本
　

保
（
新
田
）

事
務
局
長

伊
藤
　
是
夫
（
槇
島
団
地
）

会
計
監
事

伴
　
利
顕
（
真
田
）

石
田
　
辰
二
（
上
組
）

（
敬
省
略
）

３月23日i、町内３小学校で卒業式が行われ
ました。
６年という長い小学校生活を終え、緊張の中

にも自立という意識が感じられました。

西
川
町

西
川
町 

 

区
長
会
総
会

区
長
会
総
会 

　
　
　
　  

を
開
催

を
開
催 

西
川
町

西
川
町 

 

区
長
会
総
会

区
長
会
総
会 

　
　
　
　  

を
開
催

を
開
催 

西
川
町 

 

区
長
会
総
会 

　
　  

を
開
催 

卒業式  卒 業 式  

西川中学校升潟小学校

鎧郷小学校

曽根小学校

３月８日hに西川中学校で卒業式が行われま
した。
義務教育を終えた３年生はいろいろな思いを

胸に卒業の日を迎えました。
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街
か
ど
ス
ケ
ッ
チ

西
川
町
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
週
５
日
制
に

対
応
し
て
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
土
曜
日
に
「
居
場
所
」

を
つ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、「
キ
ッ
ズ
倶
楽
部
」
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
各
種
団
体
の
指
導
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

対
象

小
学
生

内
容

土
曜
日
に
「
キ
ッ
ズ
倶
楽
部
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
行
わ
れ
る
各
種
活
動
。
毎
回
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
つ
い
て
は
、
苦
手
な
児

童
や
低
学
年
に
配
慮
し
て
行
い
ま
す
。

会
費

一
人
年
会
費
３，
０
０
０
円
（
保
険
料
お
よ

び
運
営
資
金
と
な
り
ま
す
）。
こ
の
ほ
か
、
内

容
に
よ
っ
て
は
材
料
費
が
必
要
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
種
目
に
参
加
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
会
員

に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
非
会
員
の

参
加
費
は
、
一
回
３
０
０
円
＋
材
料
費
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
川
町
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

@
70
―
４
１
５
５
（
社
会
教
育
課
内
）

実施予定日
４月17日
５月１日
５月15日
６月５日
６月19日
７月３日
７月17日
７月24日
９月４日
９月18日
10月２日
10月16日
11月６日
11月20日
12月４日
12月18日
12月25日
１月15日
２月５日
２月19日
３月５日

日　　　時

毎月行われるもの（4月3日から）

キッズ倶楽部予定

※祝日・年末年始（12／28～1／3）を除く。
内容・時間については、変更される場合があります。

種　　　目
キックベースボール
カラーボール雪合戦
バレーボール

ドッジボール

バドミントン

卓球
エアロビクス
キックベースボール

ゲートボール

ドッジボール

会　　　場
鎧郷小学校体育館
升潟小学校体育館
西川竹園高校第二体育館

曽根小学校体育館

西川竹園高校第二体育館

西川中学校卓球場　　　
升潟小学校体育館　　　
西川竹園高校第二体育館

スポーツパーク西川ゲートボールコート

西川竹園高校第二体育館

09：30～11：30

13：30～15：30

09：30～11：30

13：30～15：30

09：30～11：30
10：30～11：30
13：30～15：30

09：30～11：30

13：30～15：30

第
１
土
曜
日
第
２
土
曜
日
第
３
土
曜
日
第
４
土
曜
日

内　　　容
イースター（英語）
硬式テニス
読み聞かせ　ほか
英語であそぼう！
科学実験教室
読み聞かせ　ほか
読み聞かせ　ほか
やみつきハイキング
トールペイント
体験学習
巨大シャボン玉
ハローウィン（英語）
図書館工事見学会（予定）
クリスマス制作
キッズとお年寄りのふれあい教室
読み聞かせ　ほか
親子ビデオ映写会
陶芸教室
陶芸教室
紙芝居
３Ｂ体操

時　　　間
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30

未定
09：45～11：30

未定
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
10：00～12：00
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30
09：45～11：30

会　　　場
役場ふれあいルーム
スポーツパーク西川
役場ふれあいルーム
役場ふれあいルーム
役場ふれあいルーム
役場ふれあいルーム
役場ふれあいルーム
ふれあい公園集合　
役場ふれあいルーム
未定
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館
福祉会館

キ
ッ
ズ
倶
楽
部
会
員
募
集 

キ
ッ
ズ
倶
楽
部
会
員
募
集 

キ
ッ
ズ
倶
楽
部
会
員
募
集 

キ
ッ
ズ
倶
楽
部
会
員
募
集 
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INFOMATION

EVENT

INFOMATION

EVENT

平
成
１６
年
度 

　
生
け
垣
設
置
の
助
成
制
度
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

平
成
１６
年
度 

　
生
け
垣
設
置
の
助
成
制
度
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

春
の 

全
国
交
通
安
全
運
動 

　
　
　
　
　
実
施
中
 

春
の 

全
国
交
通
安
全
運
動 

　
　
　
　
　
実
施
中
 

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
の
無
償
配
布 

・
植
樹
は
１
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
２

本
以
上
で
あ
る
こ
と
。

助
成
金
額

１
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
設
置
に

要
し
た
費
用
の
２
分
の
１
以
内
で

・
１
メ
ー
ト
ル
５
千
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

・
助
成
金
の
限
度
額
は
10
万
円
と

し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
企
画
広
報
係

内
線
２
２
２

現
在
、
全
国
一
斉
に
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
安
全
速
度

で
運
転
を
、
自
転
車
は
交
差
点
で

の
一
時
停
止
を
し
っ
か
り
守
り
、

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

西
川
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

日
本
郵
政
公
社
は
、
障
害
者
の

福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認

識
を
更
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
重
度
の
身
体
・
知
的
障
害

者
で
希
望
さ
れ
る
方
に
、
青
い
鳥

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
封

筒
に
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
は
が

き
を
入
れ
、
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。

対
象
者

重
度
の
身
体
障
害
者

（
１
級
ま
た
は
２
級
の
方
）

重
度
の
知
的
障
害
者

（
療
育
手
帳
Ａ
の
方
）

受
付
期
間

４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

配
布
は
が
き

く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
は
が
き

配
布
枚
数

一
人
当
た
り
20
枚

申
出
方
法

郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
提
示
し
、
備
え

付
け
の
所
定
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
で
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。（
こ
の
場
合
は
、
所
定

の
用
紙
ま
た
は
「
青
い
鳥
郵
便
は

が
き
配
布
申
込
書
」
と
明
記
し
た

適
宜
な
用
紙
に
、
手
帳
の
種
類
、

手
帳
番
号
、
級
別
ま
た
は
程
度
、

住
所
お
よ
び
氏
名
を
記
入
し
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
）

配
布
方
法

４
月
20
日
以
降
、
郵
便
局
か
ら

郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
４
月
20
日
以
降
に
直
接

申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
、
そ
の
場

で
お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

日
本
郵
政
公
社
郵
便
事
業
本
部
営

業
企
画
部
（
切
手
・
は
が
き
担
当
）

@
０
３
―
３
５
０
４
―
４
３
７
１

町
で
は
、
緑
多
い
街
並
み
の
景

観
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
生
け

垣
設
置
者
に
助
成
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

こ
の
助
成
金
は
、
住
宅
を
新
築

後
あ
る
い
は
建
売
住
宅
を
購
入

後
、
翌
年
度
ま
で
に
設
置
し
た
生

け
垣
に
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

目
に
や
さ
し
く
、
街
並
み
に
潤
い

を
与
え
て
く
れ
る
生
け
垣
設
置

に
、
こ
の
助
成
金
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
生
け
垣

・
住
宅
（
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）

を
新
築
後
、
翌
年
度
（
平
成
18

年
３
月
）
ま
で
に
設
置
さ
れ
た

生
け
垣

・
建
売
住
宅
な
ど
生
け
垣
付
き
住

宅
等
取
得
時
の
生
け
垣

生
け
垣
設
置
基
準

・
道
路
（
公
道
等
）
に
沿
っ
て
植

え
ら
れ
、
延
長
２
メ
ー
ト
ル
以

上
で
あ
る
こ
と
。

・
樹
木
の
高
さ
は
、90
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

・
植
樹
の
盛
土
を
ブ
ロ
ッ
ク
等
で

囲
む
場
合
は
、
道
路
面
か
ら
50

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る

こ
と
。
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お
知
ら
せ
・
情
報

西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
ガ ス 水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
テレホンガイド
教育相談（専用）

@88－3111n
@88－5311
@88－2334
@88－2144
@88－5666
@88－5666
@88－6666
@88－3031

第
１
回 

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室 

第
１
回 

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室 

第
１
回 

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室 

西
川 

　
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー 

　
　
　
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
　
大
活
躍 

西
川 

　
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー 

　
　
　
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
　
大
活
躍 

西
川 

　
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー 

　
　
　
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

　
　
　
　
　
　
　
大
活
躍 

去
る
３
月
７
日
g
、
西
蒲
地
区

大
会
を
勝
ち
抜
い
て
臨
ん
だ
「
三

国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
杯
」
第
11
回
新

潟
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人

大
会
新
潟
県
大
会
で
、
西
川
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
準

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
13
日
m
、
14
日
g

に
開
催
さ
れ
た
２
０
０
４
年
ポ
カ

リ
ス
ウ
ェ
ッ
ト
杯
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
吉
田
大
会
で
見
事
、
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

今
後
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
新
年
度
の
部
員
を
募
集

中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

佐
藤
弘
美
@
88
―
７
５
０
２

最近、犬が夜中や早朝に吠えて安眠妨害

をしたり、猫が家の庭を荒らしたり、ふん

をしたりといった苦情が増えています。

野良犬、野良猫の害によるものもありま

すが、飼い主は、犬の散歩のときにはビニー

ル袋とスコップを持ってふんを持ち帰る、

夜間、猫を外に放し飼いにしないなどのマ

ナーを守り、近所の方に不快な思いをさせ

ないよう気を付けましょう。

また、捨て猫や所有者不明の猫も増えて

いますので、不妊去勢手術を受けるなどし

て、むやみに猫を増やすことのないようお

願いします。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選

手
・
コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教

室
開
催
に
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
楽

し
さ
や
感
動
、夢
を
共
有
す
る
と
と

も
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く

り
や
、地
元
球
団
へ
の
愛
着
心
を
醸

成
し
、地
域
に
根
ざ
し
た
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

主
催新

潟
市
教
育
委
員
会

期
日５

月
16
日
g

会
場新

潟
市
陸
上
競
技
場

内
容ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選

手
・
コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室

時
間一

回
目
　
午
後
２
時
〜
２
時
40
分

（
受
付
　
午
後
１
時
30
分
〜
）

二
回
目
　
午
後
２
時
50
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
　
午
後
２
時
20
分
〜
）

サ
イ
ン
会

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

対
象新

潟
地
域
合
併
協
議
会
構
成
市

町
村
（
新
潟
市
・
白
根
市
・
豊
栄

市
・
小
須
戸
町
・
横
越
町
・
亀
田

町
・
岩
室
村
・
西
川
町
・
味
方

村
・
潟
東
村
・
月
潟
村
・
中
之
口

村
）
の
小
学
生
計
３
０
０
名

（
１
５
０
名
×
２
回
）

参
加
費

無
料

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

学
年
・
性
別
・
電
話
番
号
・
サ
ッ

カ
ー
経
験
の
有
無
を
記
載
の
う

え
、
４
月
23
日
l
必
着
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
は
責
任
抽
選
。

※
一
回
目
、
二
回
目
の
割
り
振
り

は
主
催
者
が
行
い
ま
す
。

申
込
先

〒
９
５
１
―
８
５
５
０

新
潟
市
学
校
町
通
１
―
６
０
２
―
１

新
潟
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

部
体
育
課
企
画
係

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室
担
当
宛

そ
の
他

当
日
同
会
場
で
「
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
in
に
い
が
た
」
を
開
催

し
ま
す
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
安
床
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
）
に
よ
る
イ

ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
、
熱

気
球
体
験
搭
乗
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
・
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
当
日
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
）

飼い犬・飼い猫の管理を 

　　  キチンとしましょう！ 

飼い犬・飼い猫の管理を 

　　  キチンとしましょう！ 
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介
護
保
険
料
暫
定
賦
課
の
お
知
ら
せ 

当
町
は
、
町
民
の
５
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
寝
た

き
り
等
の
高
齢
者
も
増
加
し
て
い

ま
す
。

介
護
予
防
の
た
め
の
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
転
倒
骨
折
予

防
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
図
書
館
っ
て
…
な
に
？

「
図
書
館
っ
て
…
な
に
？ 
パ
ー
ト
Ⅱ

パ
ー
ト
Ⅱ 

   

〜
図
書
館
を
う
ご
か
す
人
た
ち
〜
」

〜
図
書
館
を
う
ご
か
す
人
た
ち
〜
」 

「
図
書
館
っ
て
…
な
に
？ 
パ
ー
ト
Ⅱ 

   

〜
図
書
館
を
う
ご
か
す
人
た
ち
〜
」 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催
開
催 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

開
催 

設
計
図
が
公
開
さ
れ
、「
建
物
」

と
し
て
の
図
書
館
は
見
え
て
き
ま

し
た
。

で
は
、
そ
れ
を
う
ご
か
す
の
は

ど
ん
な
人
た
ち
な
の
で
し
ょ
う

か
。お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

４
月
25
日
g

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

場
　
所

西
川
荘
大
広
間

講
　
師

竹
内
紀
吉
氏
（
千
葉
県

浦
安
市
立
中
央
図
書
館

初
代
館
長
）

参
加
費

無
料

そ
の
他

・
保
育
ル
ー
ム
あ
り

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
で
き
る

限
り
乗
り
合
わ
せ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

主
　
催

西
川
町
図
書
館
応
援
ク
ラ
ブ

問
い
合
わ
せ井

口
　
@

88
―
５
５
１
４

平
成
16
年
度
の
町
民
税
課
税
状

況
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
、
前
年

度
の
保
険
料
段
階
に
応
じ
て
保
険

料
を
徴
収
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
現
金
納
付
・
口
座
振

替
納
付
）
の
方

前
年
度
保
険
料
の
段
階
を
基
に

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
保
険
料
を

徴
収
し
ま
す
。
町
民
税
の
世
帯
の

課
税
状
況
に
応
じ
て
、
７
月
に
平

成
16
年
度
本
算
定
を
行
い
、
以
後

の
納
期
で
過
不
足
を
調
整
し
ま

す
。

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き

納
付
）
の
方

前
年
度
に
通
知
済
み
の
額
が
４

月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
今
回
は
各
月
の
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
る
額
を
平
準
化

す
る
た
め
、
６
月
・
８
月
に
つ
い

て
、
前
年
度
に
通
知
し
た
額
よ
り

低
額
に
な
る
方
も
い
ま
す
。

平
成
16
年
度
本
算
定
後
の
過
不

足
額
は
、
10
月
・
12
月
・
２
月
の

徴
収
額
で
調
整
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
介
護
保
険
料
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。（
平
成
15

年
度
と
同
額
）

介護保険料の平準化について

特別徴収の仮徴収は、前年度２月に年金から天引きされた額と同額を４月・６月・８月に徴収することになっています。
このため、保険料額の改定や所得の増減等により、保険料額が前年度と変わると、仮徴収の４月・６月・８月と本
徴収の10月・12月・２月の天引き額に格差が生じます。（徴収する年額は同じです。）
この格差を是正するため、仮徴収の６月・８月で天引きされる保険料を減額調整することにしました。

◎平準化の計算
平成15年度最終保険料段階の平成16年度保険料年額の半額と平成16年２月に天引きされた額の３倍を比較し、

後者が多い場合に減額となります。

計算例
平成15年度最終保険料段階　　　 ３段階
平成16年度３段階保険料　　　　044,900円
平成16年度２月天引き保険料　　009,400円
（44,900円÷２≒22,400円） ＜　（9,400円×３＝28,200円） がなりたちますので、減額の対象になります。

減額後の6月・8月の天引き額
（22,400円－9,400円）÷２＝6,500円　６月6,500円、８月6,500円になります。（端数がある場合６月に加算）

平準化前
平準化後

４月
9,400円
9,400円

仮　　徴　　収（暫定賦課） 本　　徴　　収
６月
9,400円
6,500円

８月
9,400円
6,500円

10月
5,700円
7,500円

12月
5,500円
7,500円

２月
5,500円
7,500円

計
44,900円
44,900円

第
１
段
階 

第
２
段
階 

第
３
段
階 

第
４
段
階 

第
５
段
階 

・
世
帯
全
員
が
町
住
民 

　
税
非
課
税
で
老
齢
福 

　
祉
年
金
受
給
者 

・
生
活
保
護
受
給
者 

 

世
帯
全
員
が
町
民
税 

非
課
税 

町
民
税
課
税
世
帯
で
本 

人
は
町
民
税
非
課
税 

本
人
が
町
民
税
課
税 

で
合
計
所
得
金
額 

２
０
０
万
円
未
満 

本
人
が
町
民
税
課
税 

で
合
計
所
得
金
額 

２
０
０
万
円
以
上 

 

２
２，
５
０
０
円 

 

（
基
準
額
×
0.5
） 

 

３
３，
７
０
０
円 

  

４
４，
９
０
０
円 

  

（
基
準
額
×
0.75
） 

（
基
準
額
） 

 

５
６，
１
０
０
円 

  

（
基
準
額
×
1.25
） 

 

６
７，
４
０
０
円 

    

（
基
準
額
×
1.5
） 

0

100

200

300

400

500

600

700

800
百万円 

Ｈ12　 Ｈ13　  Ｈ14　 Ｈ15　 Ｈ16　 Ｈ17 
（　　実　績　　）     （　　見込み　　)

736

377

495

598
628

719

保険給付費 年　額 
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高齢者等の通院・買物・公共機関および公共施設等への利便性を図ることを目的とした町内巡回バスの

運行が、昨年４月の本格運行から１年を経過しました。

この間、多くの方々から利用していただきましたが、１年を経過するにあたり、去る３月８日からの１

週間、アンケートを実施し、集計結果がまとまりましたのでお知らせします。

アンケートにご協力いただいた皆さん、大変ありがとうございました。

み
ん
な
の
西
川
を
大
切
に
！ 

み
ん
な
の
西
川
を
大
切
に
！ 

昨
年
、
曽
根
小
学
校
４
学
年
で
は
、
一
年
間
「
西

川
」
の
環
境
調
査
を
行
っ
た
り
、
水
位
の
低
い
時
に

川
に
入
っ
て
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
、「
西
川
」
に
つ
い

て
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
ご
み
や
汚
れ
の
な

い
」「
昆
虫
や
魚
た
ち
が
く
ら
し
や
す
い
」「
遊
ぶ
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
川
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
役
場
・
町
内

各
所
等
に
掲
示
し
ま
し
た
。

川
や
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が
と
て
も
大
切
で
す
。

日
頃
よ
り
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

町内巡回バスアンケート結果のお知らせ 町内巡回バスアンケート結果のお知らせ 

巡回バス利用についてのアンケート結果 
（回答人数　104人） 

１　あなたの年齢をお聞かせください。 
 
　�　40歳未満　　　　　　　　　　　　　003人 
　�　40歳代　　　　　　　　　　　　　　000人 
　�　50歳代　　　　　　　　　　　　　　000人 
　�　60歳代　　　　　　　　　　　　　　027人 
　�　70歳代以上　　　　　　　　　　　　072人 
　�　無回答　　　　　　　　　　　　　　002人 
 
 
２　バスの利用頻度をお聞かせください。 
 
　�　週４日の運行日は、ほぼ毎日利用している。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　057人 
　�　週に１～２回くらい利用している。　031人 
　�　２週間に１回くらい利用している。　010人 
　�　月に１回くらい利用している。　　　003人 
　�　あまり利用していない。　　　　　　001人 
 
 
３　現在のバス運行は、月・火・木・土曜日の週４日
　ですが、１週間のうち運行したほうがよいと思われ
　る曜日はどれですか。ただし、週４日間の運行の中
　で考えてください。 
 
　�　日曜日　　　　　　　　　　　　　　038人 

　�　月曜日　　　　　　　　　　　　　　083人 
　�　火曜日　　　　　　　　　　　　　　082人 
　�　水曜日　　　　　　　　　　　　　　055人 
　�　木曜日　　　　　　　　　　　　　　081人 
　�　金曜日　　　　　　　　　　　　　　048人 
　�　土曜日　　　　　　　　　　　　　　067人 
 
 
４　昨年５～10月の間、夏の時間帯として運行時間の
　一部を遅くしましたが、現在の時間帯とではどちら
　が便利ですか。 
 
　�　夏の時間帯が利用しやすい。　　　　006人 
　�　現在の時間帯が利用しやすい。　　　071人 
　�　今までどおり、夏時間と冬時間の両方あった 
　　　ほうが利用しやすい。　　　　　　　032人 
 
 
５　現在の無料運行についてお聞かせください。 
 
　�　無料のままがいい。　　　　　　　　054人 
　�　50円程度なら払ってもいい。　　00　012人 
　�　100円程度なら払ってもいい。　　0　036人 
　�　100円以上払ってもいい。　　　　0　005人 

お
知
ら
せ
・
情
報
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西
川
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
仮
称
） 

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
ま
す 

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
目
指
し
て 

　
　
　
　
　
キ
ッ
ク
オ
フ
！ 

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
目
指
し
て 

　
　
　
　
　
キ
ッ
ク
オ
フ
！ 

４
月
か
ら
社
会
体
育
の
一
環
と

し
て
待
望
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が

発
足
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
生
・
中

学
生
を
対
象
に
ク
ラ
ブ
員
を
募
集

し
ま
す
。

練
習
場
所

西
川
中
学
校
多
目
的
広
場
（
中

学
校
横
）

練
習
日
お
よ
び
時
間

平
日
　
午
後
４
時
か
ら
６
時

土
・
日
曜
、
祝
日
　
そ
の
都
度

連
絡

※

練
習
場
所
・
練
習
日
は
、
天

候
・
行
事
等
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
名
募
集
！

必
ず
「
西
川
」
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。（
例
　
「
西
川
ア
ル
ビ
ズ
」

「
ジ
ュ
ビ
ロ
ン
西
川
」
等
）

応
募
は
メ
ー
ル
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（
必
ず
連
絡
先

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）
採
用
さ
れ

た
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

準
備
室
　
古
島

@
88
―
７
０
８
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

old@
niks.or.jp

食
生
活
改
善
推
進
委
員 

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
活
動
報
告 

食
生
活
改
善
推
進
委
員 

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
活
動
報
告 

食
生
活
改
善
推
進
委
員 

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
活
動
報
告 

食
生
活
改
善
推
進
委
員 

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
活
動
報
告 

平
成
平
成
１６
年
度
年
度 

　
調
理
師
試
験
の

　
調
理
師
試
験
の 

　
　
　
　
　
ご
案
内

　
　
　
　
　
ご
案
内 

平
成
平
成
１６
年
度
年
度 

　
調
理
師
試
験
の

　
調
理
師
試
験
の 

　
　
　
　
　
ご
案
内

　
　
　
　
　
ご
案
内 

平
成
１６
年
度 

　
調
理
師
試
験
の 

　
　
　
　
　
ご
案
内 

平
成
１６
年
度 

　
調
理
師
試
験
の 

　
　
　
　
　
ご
案
内 

平
成
１６
年
度 

　
調
理
師
試
験
の 

　
　
　
　
　
ご
案
内 

試
験
日
時

７
月
２
日
l

願
書
の
配
布

保
健
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

願
書
提
出
期
間

５
月
10
日
h
か
ら
５
月
17
日
h

ま
で

願
書
提
出
場
所

巻
保
健
所

試
験
地

新
潟
市

問
い
合
わ
せ

巻
保
健
所
環
境
衛
生
課

@
72
―
０
９
３
３

今
回
は
お
勧
め
献
立
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
目

先
を
変
え
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

「
献
立
名
　
鮭
わ
っ
ぱ
」

（
材
料
）
４
人
分

・
米
２
カ
ッ
プ
・
え
の
き
茸
１

パ
ッ
ク
・
塩
鮭
３
０
０
ｇ
・
イ
ク

ラ
２
０
ｇ
・
三
つ
葉
１
／
２
輪

Ａ
（
水
２
カ
ッ
プ
、
酒
大
さ
じ
２

杯
、
塩
小
さ
じ
１
杯
、
し
ょ
う
ゆ

小
さ
じ
１
杯
、
し
ょ
う
が
汁
小
さ

じ
１
杯
）

（
作
り
方
）

①
米
は
と
い
で
ザ
ル
に
あ
げ
る
。

②
釜
に
①
と
Ａ
を
入
れ
て
炊
く
。

③
え
の
き
茸
は
根
を
切
り
落
と
し

て
、
半
分
に
切
る
。

④
塩
鮭
は
皮
を
取
り
除
き
、
薄
く

そ
ぎ
切
り
に
し
て
酒
を
ふ
る
。

⑤
イ
ク
ラ
は
さ
っ
と
ゆ
で
、
三
つ

葉
は
２
〜
３
cm
の
長
さ
に
切
る
。

⑥
器
に
ご
飯
を
盛
り
、
③
、
④
を

の
せ
レ
ン
ジ
に
か
け
る
。

⑦
⑥
に
イ
ク
ラ
、
三
つ
葉
を
散
ら

す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

・
⑥
の
レ
ン
ジ
を
使
用
す
る
場
合

１
人
分
＝
１
分
、
２
人
分
＝
２
分

３
人
分
＝
３
分
、
４
人
分
＝
４
分

・
蒸
し
器
の
場
合
は
、
12
〜
13
分

蒸
す
。

「
献
立
名
　
き
な
粉
ク
ッ
キ
ー
」

（
材
料
）
３０
個
分

・
ケ
ー
キ
用
マ
ー
ガ
リ
ン
80
ｇ
・

砂
糖
40
ｇ
・
仕
上
げ
用
き
な
粉
適

量
・
Ａ
（
き
な
粉
20
ｇ
、
薄
力
粉

１
０
０
ｇ
）

（
作
り
方
）

①
ボ
ー
ル
に
マ
ー
ガ
リ
ン
を
入

れ
、
ク
リ
ー
ム
状
に
し
、
砂
糖

を
加
え
す
り
混
ぜ
る
。

②
Ａ
を
ふ
る
い
な
が
ら
ボ
ー
ル
に

入
れ
て
ま
と
め
、
15
分
位
冷
蔵

庫
で
休
ま
せ
る
。

③
30
個
に
丸
め
、
少
し
押
さ
え
、

１
７
０
℃
の
オ
ー
ブ
ン
で
14
〜

15
分
焼
く
。
冷
め
た
ら
き
な
粉

を
ま
ぶ
す
。

小
学
校
と
中
学
校
に
通
う
児

童
・
生
徒
が
不
審
者
か
ら
被
害
を

受
け
な
い
よ
う
、
通
学
時
の
安
全

確
保
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
１

年
間
登
校
時
間
帯
と
下
校
時
間
帯

に
通
学
安
全
対
策
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

自
家
用
車
に
ス
テ
ッ
カ
ー
「
通

学
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
を

貼
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
員
は
帽
子
と

蛍
光
色
ジ
ャ
ン
パ
ー
（
背
中
に
通

学
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
の
文

字
入
り
）
を
着
用
し
て
、
鎧
郷
小

４
月
か
ら
児
童
・
生
徒
の
通

学
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

学
校
・
曽
根
小
学
校
・
升
潟
小
学

校
お
よ
び
西
川
中
学
校
の
町
内
全

域
の
通
学
路
を
登
校
時
に
１
回
、

下
校
時
の
午
後
２
回
、
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
警

察
、
学
校
、
教
育
委
員
会
と
相
互
に

連
携
を
と
り
な
が
ら
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
不
審
者
情
報
等
あ
り

ま
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
お

知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

連
絡
先

学
校
教
育
課

内
線
２
４
１
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万円 

万円 

９ 10 11 12 13 　　　14　年度 

９ 10 11 12 13 　　14　年度 

９ 10 11 12 13 　　　14　年度 

16万 
５千円 
16万 
５千円 

28万円 

59万 
１千円 

28万 
７千円 

17万 
３千円 

28万 
３千円 

57万 
８千円 

29万 
３千円 

17万 
４千円 

35万円 
３千円 

64万 
９千円 

32万 
５千円 

28万円 

56万 
５千円 

26万 
８千円 

12万 
２千円 

22万円 
１千円 

57万 
４千円 

26万 
６千円 

12万 
６千円 

19万円 
５千円 

58万 
４千円 

27万 
２千円 

12万 
7千円 

西川町平成14年度の一人当たりの医療費27万2千円 
（老人58万4千円） 

一人当たり平均国保税（一般・退職）（平成14年度郡内町村平均7万円） 

西川町　年度（平均）別被保険者数の推移 

郡内町村平均　28万2千円 
（郡内町村平均　58万6千円） 

一般 
退職者医療被用者年金の受給者（老人保険以外） 
老人保健（70歳以上と65歳以上の障害者の一部） 
平均 

0

5
6
7 ６万６千円 ６万８千円 ７万１千円 ７万３千円 ７万２千円 ７万円 

表　 

全　　体 

一　　般 

老　　人 

退　　職 
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
人 

3,976 4,060 4,174 4,229 4,277 4,385

2,609 2,621 2,626 2,628 2,599 2,639

1,060 1,114 1,191 1,230 1,283 1,340

307 325 357 371 395 405

　国民健康保険の被保険者一人当たりの医療費、国民健康保険税の課税状況、被保険者
数の推移を、年度ごとにグラフに表すと表�、表�のようになります。 
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よ
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国
民
健
康
保
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だ
よ
り 

国
民
健
康
保
険
だ
よ
り 

国
民
健
康
保
険
だ
よ
り 

私
た
ち
は
、
医
療
機
関
に
か
か

る
と
き
、
そ
の
一
部
（
自
己
負
担

額
、
割
合
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
）

を
支
払
う
だ
け
で
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
と
き
、
残
り
を
負
担
（
保

険
者
負
担
）
し
て
い
る
の
は
国
保

（
国
民
健
康
保
険
）
で
す
。
し
か

し
、
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
る

現
在
、
国
保
が
負
担
す
る
医
療
費

も
増
え
、
国
保
財
政
は
次
第
に
苦

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
健
康
で
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
、
国
保
は
と
て
も

大
切
な
制
度
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
保
と
職
場
の
健

康
保
険
（
社
会
保
険
、
共
済
組
合

健
康
保
険
等
）
が
あ
り
、
こ
の
ど

ち
ら
か
の
健
康
保
険
制
度
に
加
入

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

国
民
皆
保
険
制
度
と
い
わ
れ
ま

す
。保

険
者
負
担
と
し
て
町
が
支
払

う
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
国
が
お

お
む
ね
50
％
を
負
担
し
、
残
り
の

50
％
を
被
保
険
者
（
加
入
者
負
担
）

の
保
険
税
で
負
担
す
る
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
国
保
を
支
え
る
た
め

の
大
切
な
財
源
で
あ
り
、
国
保
税

を
納
め
て
い
た
だ
か
な
い
と
国
保

の
制
度
は
成
り
た
た
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
国
保
の
運
営
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

○
負
担
割
合

・
一
般
（
医
療
制
度
）

０
歳
〜
74
歳
ま
で
の
方
（
被
保

険
者
）
が
加
入
す
る
制
度

自
己
負
担
の
割
合

①
３
歳
未
満
　
　
　
　
　
２
割

②
３
歳
以
上
70
歳
未
満
　
３
割

③
70
歳
以
上
75
歳
未
満
　
１
割

（
た
だ
し
、
一
定
以
上
所
得

者
は
　
２
割
）

・
退
職
（
退
職
者
医
療
制
度
）

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
方

（
た
だ
し
、
左
記
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
被
保
険
者
）
が
加

入
す
る
制
度

①
国
保
加
入
者
で
あ
る
こ
と

②
老
人
保
健
制
度
の
医
療
該
当

で
な
い
方

③
各
種
年
金
を
受
け
ら
れ
る

方・
加
入
期
間
が
20
年
以
上
あ

る
方

・
加
入
期
間
が
40
歳
以
上
か

ら
10
年
以
上
あ
る
方

自
己
負
担
の
割
合
は
一
般
と

同
じ

・
老
人
の
場
合
（
老
人
保
健
制
度
）

75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の

あ
る
方
は
65
歳
以
上
）
の
方
が

加
入
す
る
医
療
制
度

た
だ
し
、
昭
和
７
年
９
月
30

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
75

歳
以
上
と
み
な
さ
れ
、
老
人
保

健
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
の
割
合

75
歳
以
上
　
　
　
　
　
１
割

（
た
だ
し
、
一
定
以
上
所
得

者
は
　
２
割
）

医
療
費
を
大
切
に

医
療
費
は
年
々
増
加
を
た
ど

り
、
医
療
費
が
増
え
る
と
必
然
的

に
、
給
付
の
費
用
を
補
う
た
め
に

保
険
税
を
値
上
げ
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
が

け
、医
療
機
関
の
か
か
り
方
も
見
直

し
て
、医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

総合検診の様子

国
民
健
康
保
険
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問い合わせは、曽根保育園（@88－2112）までお願いします。

毎月第４水曜日に住民票等交付窓口を午後
７時まで延長しています。（４月は28日です）
取扱業務は、
戸籍謄・抄本／住民票／印鑑登録／印鑑証
明／年金現況証明です。
どうぞご利用ください。

こんなとき
他の市区町村から転入したとき
他の健康保険などを脱退したとき
生活保護を受けなくなったとき
子どもが生まれたとき
外国籍の人が国保に加入するとき

他の市区町村に転出したとき
他の健康保険などに加入したとき
生活保護を受けはじめたとき
死亡したとき
外国籍の人が国保を脱退するとき

退職者医療制度に該当したとき
退職者医療制度に該当しなくなったとき
住所、世帯主、氏名などが変わったとき
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき
修学のため、子どもが他の市町村に住むとき
長期出張などで別個の保険証が必要なとき
※上記以外のものが必要になる場合もあります。

こんなときは14日以内に届け出を！

国保に加入

す る と き

国保を脱退

す る と き

そ の 他

手続きに必要なもの
転出証明書、認め印
健康保険の離脱証明書、認め印
保護廃止決定通知書、認め印
母子健康手帳、保険証、認め印
外国人登録証明書

保険証、認め印
国保と健康保険の保険証、認め印
保護開始決定通知書、保険証、認め印
死亡を証明するもの、保険証、認め印
外国人登録証明書、保険証

年金証書、保険証、認め印
保険証、認め印
保険証、認め印
身分を証明するもの、保険証、認め印
在学証明書、保険証、認め印
保険証、認め印

住民課窓口からのお知らせ 住民課窓口からのお知らせ 

ま
た
、
被
保
険
者
の
う
ち
40
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
（
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
医
療
保

険
分
に
介
護
保
険
分
を
加
え
た
額

が
国
保
税
と
し
て
課
税
さ
れ
ま

す
。国

保
税
は
年
間
１２
回
に

分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す

国
保
税
の
所
得
割
を
計
算
す
る

た
め
の
所
得
額
は
、
町
県
民
税
額

が
決
定
す
る
６
月
に
算
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
第
１
期
〜
第
３

期
分
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
国

保
税
額
の
12
分
の
３
の
額
を
そ
れ

ぞ
れ
３
期
に
振
り
分
け
て
課
税
し

ま
す
。

７
月
中
旬
に
１
年
間
の
国
保
税

が
決
定
し
た
後
に
、
年
間
の
税
額

か
ら
第
１
期
〜
第
３
期
分
を
差
し

引
き
、
第
４
期
〜
第
12
期
に
振
り

分
け
て
課
税
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
徴
収
係
　
内
線
１
５
３

お
　
願
　
い

職
場
を
や
め
た
場
合
は

忘
れ
な
い
で
国
保
の
届
け
出
を

職
場
の
健
康
保
険
の
手
続
き
は

会
社
等
が
し
て
く
れ
ま
す
が
、
国

保
の
場
合
は
各
自
が
届
け
出
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

職
場
の
健
康
保
険
（
社
会
保
険

等
）
に
加
入
し
た
り
、
退
職
等
で

脱
退
し
た
と
き
は
、
住
民
課
国
民

健
康
保
険
係
に
届
け
る
と
と
も

に
、
受
診
医
療
機
関
に
も
、
必
ず

そ
の
旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

内
線
１
３
１
・
１
３
４

お
知
ら
せ

国
保
に
加
入
す
る
と
国
民
健
康

保
険
税
（
国
保
税
）
を
納
め
る
義

務
が
生
じ
ま
す
。

国
保
税
は
国
等
の
負
担
金
な
ど

と
合
わ
せ
て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の
医

療
費
を
は
じ
め
、
出
産
育
児
一
時

金
、
葬
祭
費
、
医
療
費
が
多
額
に

な
っ
た
場
合
の
高
額
療
養
費
な
ど

の
給
付
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

4月の納税

●納税する税目
国民健康保険税（第１期分）
介護保険料（第１期分）

●納期限
4月30日l

・納期限までに忘れずに
納税しましょう。

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関で納め
てください。
・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。
・口座振替日は4月30日lです。振替できなかった方の再振替
日は、郵便局の方は5月10日h、その他の金融機関の方は、
5月17日hとなっています。
・口座振替のおすすめ
納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

期　間

03月29日～04月11日

04月12日～04月25日

内　容

おもちゃの与え方

子どもの才能を育てない親

子育てテレフォンサービス 子育てテレフォンサービス 

医療費が増えている理由 

医療機関のかかり方 
　医療機関をかけもちしたり、指示を守らなかっ
たりなど、医療費がかさむかかり方をする方がい
ます。 

　人口の増加や物価の上昇も一因ですが、他にも次のような理由が考えられます。 

1

生活習慣病などの慢性疾患患者の 
増加 
　長期療養を必要とする生活習慣病などの慢性疾
患患者が増えています。 

3

人口構造の高齢化 
　病気になりがちな高齢者の人口が増えています。 2

医学・医療技術の進歩 
　新しい機器や薬などが開発され、治療にかかる
費用も増えています。 

4

納　期
第　 1 期
第　 2 期
第　 3 期
第　 4 期
第　 5 期
第　 6 期
第　 7 期
第　 8 期
第　 9 期
第　10 期
第　11 期
第　12 期

平成16年度
国民健康保険税の納期限

納　期　限
04月30日
05月31日
06月30日
08月02日
08月31日
09月30日
11月01日
11月30日
12月27日

平成17年01月31日
02月28日
03月31日

国
民
健
康
保
険

医療機関のかかり方を見直しましょう 

かかりつけ医を決めておくと、いざというときに安心です 

1 重複受診はやめましょう 

　注射や投薬、検査、処置などをやり
直すため、医療費のムダ使いになるだ
けでなくからだにとっても危険です。 

2 診療時間内の受診を 
心がけましょう 

　急患の場合は別として、時間外は加
算料金がつき、医師の負担も増えます。 

3 かかりつけ医を持ちましょう 

　病歴や体質などを把握してくれてい
るので、治療効果もあがります。 

4 健康診断を受けましょう 

　病気の早期発見・早期治療を心がけ
ましょう。生活習慣を見直すきっかけ
にもなります。 

5 薬をたくさん欲しがるのは 
やめましょう 

　医療費のムダづかいです。 

6 不安や疑問はきちんと 
聞きましょう。 

　医師を信頼し、指示を守りましょう。 
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600,000
700,000
800,000
900,000
1,000,000

医療費 
（千円） 

10 11 12 13 　　　14　年度 

929,313
1,042,214

987,470
1,047,391

1,118,444

町が支払った老人医療費総額の推移 

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜 

〜
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
〜 

老
人
保
健
か
ら
の
お
知
ら
せ 

老
人
医
療
対
象
年
齢
は
75
歳

（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
65
歳
）

以
上
の
方
で
す
。

な
お
、
老
人
保
健
法
改
正
前
に

70
歳
以
上
で
あ
る
方
（
昭
和
７
年

９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

は
75
歳
以
上
と
み
な
さ
れ
、
老
人

保
健
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
対
象
年
齢
は
段
階
的
に
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
、
昭
和
７
年
10

月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

は
、
75
歳
ま
で
老
人
医
療
の
適

用
と
な
り
ま
せ
ん
。

自
己
負
担
は
、
１
割
（
一
定
以

上
所
得
者
は
２
割
）
で
、
国
民
健

康
保
険
や
健
康
保
険
な
ど
の
医
療

保
険
の
加
入
者
や
被
扶
養
者
す
べ

て
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
受
診
の
際
は

健
康
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
、

健
康
手
帳
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

出
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
の
限
度
額

一
か
月
に
次
表
に
よ
る
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
超

え
た
額
を
高
額
医
療
費
と
し
て
払

い
戻
し
ま
す
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
書
と

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
該

当
事
項
を
記
入
し
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
一
度
申
請
さ
れ
た
方
は
、

再
度
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
た
だ
し
、
申
請
書
提
出
後

に
健
康
保
険
等
の
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
必
ず
再
申
請
し
て

く
だ
さ
い
）

○
入
院
時
の
食
事
に
つ
い
て

入
院
し
た
時
の
食
事
代
は
次
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
の
方
は
、
食
事
代
の
一
部
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

入
院
す
る
際
は
、
病
院
に
提
示

す
る
「
一
部
負
担
金
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

○
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
行
為
に

よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
届
け
出
る
と

と
も
に
住
民
課
へ
も
届
け
出
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ

て
し
ま
う
と
後
で
加
害
者
に
費
用

請
求
で
き
な
く
な
り
、
老
人
保
健

が
使
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

正
し
い
受
診
と
健
康
づ
く
り
で

老
人
医
療
費
増
加
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

で
、
老
人
医
療
費
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

高
齢
に
な
る
と
生
活
習
慣
病
や

慢
性
的
な
病
気
、
骨
粗
し
ょ
う
症

に
よ
る
骨
折
と
い
っ
た
心
身
の
機

能
低
下
に
伴
う
病
気
や
ケ
ガ
が
増

え
、
高
齢
者
の
医
療
費
は
増
え
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

町
の
老
人
医
療
費
も
次
の
よ
う

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
次
の
と
お
り
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（

）
は
旧
課
・
旧
職
名

総
務
課

人
事
係
長
兼
庶
務
係
長

多
賀
　
雄
二
（
総
務
課
人
事
係
長
）

財
政
係
長
　
　
中
村
　
和
之
（
財
政
係
長
兼
庶
務
係
長
）

主
事
　
　
　
　
織
田
島
麻
美
子
（
議
会
事
務
局
書
記
）

企
画
課

主
事
　
　
　
　
真
島
　
一
也
（
学
校
教
育
課
主
事
）

税
務
課

住
民
税
係
長
　
本
田
　
　
徹
（
保
健
福
祉
課
施
設
係
長
）

主
事
　
　
　
　
高
森
　
則
行
（
ガ
ス
水
道
課
主
事
）

住
民
課

国
民
健
康
保
険
係
長

宮
川
　
喜
朗
（
農
政
課
農
村
環
境
係
長

兼
国
土
調
査
係
長
）

主
任
　
　
　
　
加
藤
　
有
子
（
総
務
課
主
任
）

保
健
福
祉
課

参
事
兼
高
齢
者
対
策
係
長

笹
川
　
義
博
（
保
健
福
祉
課
高
齢
者
対

策
係
長
）

施
設
係
長
　
　
加
藤
　
正
宏
（
税
務
課
住
民
税
係
長
）

農
政
課

農
村
環
境
係
長
兼
国
土
調
査
係
長

阿
部
　
一
弘
（
農
政
課
主
任
）

農
地
係
長
　
　
斎
藤
　
和
弘
（
建
設
課
主
任
）

副
参
事
　
　
　
海
藤
ま
ゆ
み
（
農
政
課
主
任
）

主
事
　
　
　
　
中
村
　
和
人
（
税
務
課
主
事
）

建
設
課

技
師
　
　
　
　
岩
崎
　
隆
博
（
ガ
ス
水
道
課
技
師
）

議
会
事
務
局

書
記
　
　
　
　
八
百
板
　
恵
（
住
民
課
主
事
）

水
道
課

課
長
　
　
　
　
織
田
島
　
淳
（
農
政
課
参
事
兼
農
地
係
長
）

業
務
係
長
　
　
堀
野
　
一
徳
（
ガ
ス
水
道
課
業
務
係
長
）

工
務
係
長
　
　
高
橋
　
清
則
（
ガ
ス
水
道
課
工
務
係
長
）

副
参
事
　
　
　
笹
川
　
智
子
（
ガ
ス
水
道
課
副
参
事
）

技
師
　
　
　
　
高
橋
　
英
司
（
ガ
ス
水
道
課
技
師
）

学
校
教
育
課

課
長
　
　
　
　
市
橋
　
　
勝
（
ガ
ス
水
道
課
長
）

主
事
　
　
　
　
田
中
　
一
雄
（
総
務
課
主
事
）

学
校
用
務
員
　
鎧
郷
小

佐
藤
　
一
明
（
学
校
用
務
員
西
川
中
）

学
校
用
務
員
　
曽
根
小

赤
川
　
　
守
（
学
校
用
務
員
升
潟
小
）

学
校
用
務
員
　
升
潟
小

樋
浦
　
　
講
（
学
校
用
務
員
曽
根
小
）

学
校
用
務
員
　
西
川
中

赤
川
　
　
大
（
学
校
用
務
員
鎧
郷
小
）

退
職渡

辺
十
九
春
（
学
校
教
育
課
長
）

長
谷
川
一
郎
（
住
民
課
参
事
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
）

中
沢
　
春
夫
（
ガ
ス
水
道
課
参
事
）

巻
・
西
川
・
潟
東
消
防
事
務
組
合
の
人
事
異
動

西
川
消
防
署

危
険
物
係
（
消
防
司
令
補
）

佐
藤
　
章
一
（
潟
東
・
消
防
司
令
補
）

予
防
係
（
消
防
司
令
補
）

荒
木
　
　
孝
（
潟
東
・
消
防
司
令
補
）

警
防
係
（
消
防
司
令
補
）

倉
部
　
　
浩
（
巻
・
消
防
士
長
）

危
険
物
係
（
消
防
士
長
）

神
田
　
高
行
（
巻
・
消
防
士
長
）

予
防
係
（
消
防
士
長
）

堀
野
　
浩
志
（
西
川
・
消
防
副
士
長
）

警
防
係
（
消
防
副
士
長
）

斉
藤
　
庄
吾
（
西
川
・
消
防
士
）

警
防
係
（
消
防
士
）

前
山
　
泰
知
（
巻
・
消
防
士
）

巻
消
防
署
へ

予
防
課
危
険
物
係
（
消
防
司
令
補
）

加
藤
　
　
仁
（
予
防
係
）

予
防
課
危
険
物
係
（
消
防
司
令
補
）

八
百
板
　
誠
（
危
険
物
係
）

警
防
課
施
設
係
（
消
防
士
）

佐
藤
　
清
一
（
警
防
係
）

潟
東
消
防
署
へ

警
防
係
（
消
防
司
令
補
）

田
村
　
　
豊
（
警
防
係
）

予
防
係
（
消
防
司
令
補
）

田
原
　
正
幸
（
庶
務
係
）

学
校
教
職
員
の
人
事
異
動

転
　
出

西
川
中
　
教
諭
　
本
間
　
康
夫
（
弥
彦
村
　
弥
彦
中
）

西
川
中
　
教
諭
　
長
谷
川
祐
子
（
新
潟
市
　
山
潟
中
）

西
川
中
　
教
諭
　
灰
野
　
　
仁
（
上
越
市
　
城
北
中
）

西
川
中
　
教
諭
　
棚
橋
　
綾
子
（
新
潟
市
　
舟
栄
中
）

鎧
郷
小
　
校
長
　
高
橋
　
　
亮
（
定
年
退
職
）

鎧
郷
小
　
教
諭
　
羽
鳥
　
　
都
（
普
通
退
職
）

鎧
郷
小
　
教
諭
　
佐
藤
理
美
子
（
味
方
村
　
味
方
小
）

曽
根
小
　
校
長
　
五
十
嵐
幹
郎
（
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
）

曽
根
小
　
教
諭
　
片
山
　
澄
子
（
潟
東
村
　
南
小
）

曽
根
小
　
教
諭
　
南
　
美
恵
子
（
新
潟
市
　
山
田
小
）

曽
根
小
　
教
諭
　
小
林
　
厚
司
（
巻
町
　
巻
南
小
）

升
潟
小
　
校
長
　
中
村
　
義
郎
（
生
涯
学
習
推
進
課
）

升
潟
小
　
教
諭
　
葭
原
　
浄
子
（
燕
市
　
小
中
川
小
）

升
潟
小
　
教
諭
　
吉
田
　
先
保
（
広
神
村
　
西
小
）

転
　
入

西
川
中
　
教
諭
　
伊
藤
　
睦
子
（
中
之
口
村
　
中
之
口
中
）

西
川
中
　
教
諭
　
中
村
　
和
師
（
巻
町
　
巻
西
中
）

西
川
中
　
教
諭
　
宇
治
　
徹
明
（
弥
彦
村
　
弥
彦
中
）

西
川
中
　
教
諭
　
金
山
乃
美
枝
（
燕
市
　
小
池
中
）

鎧
郷
小
　
校
長
　
本
間
　
正
巳
（
新
潟
市
　
万
代
長
嶺
小
）

鎧
郷
小
　
教
諭
　
岡
田
真
理
子
（
白
根
市
　
根
岸
小
）

鎧
郷
小
　
教
諭
　
成
海
　
伸
江
（
白
根
市
　
白
根
小
）

鎧
郷
小
　
教
諭
　
石
山
　
誠
子
（
見
附
市
　
今
町
小
）

曽
根
小
　
校
長
　
小
川
　
俊
一
（
巻
町
　
巻
南
小
）

曽
根
小
　
教
諭
　
宇
佐
美
比
早
代
（
巻
町
　
巻
北
小
）

曽
根
小
　
教
諭
　
時
田
　
展
子
（
白
根
市
　
白
根
小
）

升
潟
小
　
校
長
　
保
坂
　
和
彦
（
安
塚
町
　
安
塚
小
）

升
潟
小
　
教
諭
　
古
俣
　
隆
二
（
白
根
市
　
小
林
小
）

升
潟
小
　
教
諭
　
泉
　
　
恭
子
（
巻
町
　
巻
南
小
）

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係

内
線
１
３
１
・
１
３
４

個人単位
（外来のみ）

40,200円

12,000円

08,000円
08,000円

世帯単位
（入院含む）
72,300円＋１％
（40,200円）

40,200円

24,600円
15,000円

高額医療費の自己負担限度額

（ ）内は多数該当者の場合

入院時の食事代の標準負担額（１日）

区　分

一定以上
所 得 者

一　般

低所得Ⅱ
低所得Ⅰ

・一定以上の所得がある方

・一般

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ
●低所得Ⅰ、Ⅱの方は「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となります。
住民課窓口に申請してください。

90日までの入院

90日を超える入院（過去12か月の入院日数）

780円

650円

500円

300円

３ 

　
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー

ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け

た
場
合
。 

（
医
師
が
必
要
と
認
め

た
場
合
の
み
適
用
さ
れ

ま
す
） 

４ 

　
骨
折
・
ね
ん
ざ
な
ど

で
保
健
診
療
を
取
り
扱
っ

て
い
な
い
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
受
け
た
場
合
。 

１ 

　
や
む
を
得
な
い
事
情

で
保
険
証
を
持
た
ず
に

受
診
し
た
り
、
保
険
診

療
を
取
り
扱
っ
て
い
な

い
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
場
合
（
海
外
渡
航
中

の
治
療
を
含
む
）
。 

（
町
の
承
認
が
必
要
で

す
） 

２ 

　
手
術
な
ど
で
輸
血
に

用
い
た
生
血
代
や
、
コ

ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療

補
装
具
代
が
か
か
っ
た

場
合
。 

（
医
師
が
必
要
と
認
め

た
場
合
の
み
適
用
さ
れ

ま
す
） 

重
病
人
の
入
院
・

転
院
な
ど
の
移
送

に
車
代
が
か
か
っ

た
場
合 

    

保
険
医
の
指
示
が

あ
り
、
町
の
承
認

が
得
ら
れ
た
場
合

に
の
み
適
用
さ
れ

ま
す
。 

移
送
費
の
支
給

移
送
費
の
支
給 

移
送
費
の
支
給 

老
　
人
　
保
　
健

○
こ
ん
な
場
合
、
支
払
っ
た
費
用
の
一
部
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
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わ が 家 の 人 気 者

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口に届出の際にお申し出ください。

　男 
　女 
　計 
 
世帯数　3,521　 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

58人 
63人 
8人 
13人 

 6,082人 
 6,523人 
 12,605人 

 
 

（前月比－10） 

（前月比±0） 

（3月末日現在） 

【談】 私がこの作品を作るとき、とくに力
を入れたことは、羽根を１つ１つ彫ったこと
です。
１枚１枚彫っていくのはたいへんでしたが
だんだん翼の形がはっきりと出てくるので、
がんばって彫り続けました。
もともとの木の色が灰色っぽかったので、
それより少し濃い目のこげ茶の塗料をぬった
ら、はっきりと影がうかび上がったので、よ
かったと思います。
この作品は、私が今まで作った作品のなか
で、一番うまくいったものだと思います。深
めに彫れたし、デザインもうまくいったので、
よかったと思います。
これからも、自分の力でできるかぎりの作
品を、つくり出していきたいと思います。

西川中学校２年

太田　美希 さん
（槇島団地）

諏訪間　沙
さ

貴
き

小　林　郁
いく

磨
ま

田　中　孝
こう

太
た

伊　藤　紫
し

音
おん

川　c 幸
ゆき

奈
な

樋　浦　伊
い

織
おり

本　間　愛
あい

花
か

赤　川　陽
はる

仁
ひと

渡　邉　龍
りゅう

輝
き

渡　邉　康
こう

太
た

郎
ろう

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

おくやみ

うぶごえ
名　　前 誕生日 保護者 町　内

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

直　樹

力

b 広

彰　浩

良　幸

祐　次

晴　樹

巧

拓

新吾

升岡団地

升潟団地

六 分

大 潟

西 汰 上

六 分

東 町

与兵衛野

升 岡

8

8

20

21

24

24

1

6

7

8

石黒　キチ

本永　弥子

稲田　ミネ

齋田　忠男

長谷川トリ

関　　道夫

小林　 勇

加藤　文隆

近藤　ヒサ

福井　ツギ

名　前

96

7

98

81

82

65

63

40

87

78

年齢

磐

晃　弘

本　人

本　人

一　郎

本　人

本　人

ミチ子

田中　竹人

行　雄

亡くなった日 世帯主

九番町

見 帯

大潟（花見の里）

六 分

三ツ屋

下　組

矢　島

八番町

五番町

与兵衛野

町　内
2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

19

21

25

4

7

8

8

11

12

13

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

ごけっこん

長谷川　　心
（星）珠　美

名前（旧　姓）

長谷川　謙

世帯主

大 潟

口　鉄　也
（土田）由香梨

樋口　イチ 下 組

町　内

葵理は言葉もたくさん覚え、歌ったり踊ったりが得意です。体もよく
動かし、こっちがびっくりするようなことも平気でしてくれます。
弟ができてからは、一日に何回も頭をなでて、かわいがってくれてい

ます。そんなお兄ちゃんのおかげで、磨生はとても表情が豊かで、話し
かけると声を出して笑ったり、足をバタバタと動かして喜びます。
子どもたちのおかげで、毎日があわただしくも楽しく過ごせています。

２人とも健やかにのびのびと大きくなってね。そしてこれからも仲良し
でいてね。

田　村　孝　頼さん（貝柄）
友　香さん

▲田村　葵理
き り

くん（２歳） 磨生
ま お

くん（３か月）
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